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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
読
み
専
の
学
生
で
す
が
初
投
稿
で
す
。

　
内
容
は
思
い
つ
く
の
で
す
が
文
章
を
書
く
の
が
嫌
い
な
の
で
基
本
気
ま
ぐ
れ
で
更
新
し
ま
す
。

　
ま
た
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
予
定
の
作
品
の
知
識
は
皆
無
な
の
で
御
了
承
く
だ
さ
い
。

　
現
状
は
以
下
の
作
品
と
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
す
る
予
定
で
す
。

　
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
　
自
衛
隊
、
彼
の
地
に
て
、
斯
く
戦
え
り

　
艦
隊
こ
れ
く
し
ょ
ん

　
※
登
場
人
物
夏
目
舞
の
中
間
名
を
変
更
。
マ
ク
シ
ー
ネ
（
Ｍ
ａ
ｘ
ｉ
ｎ
ｅ
）
↓
リ
ー
ゼ
ル
（
Ｒ
ｉ
ｅ

ｓ
ｅ
ｌ
）



　
登
場
し
た
作
品
（
登
場
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）

　
艦
隊
こ
れ
く
し
ょ
ん
（
響
、
天
龍
、
大
井
、
雷
、
港
湾
棲
姫
、
夕
立
）

　
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
（
織
斑
千
冬
、
山
田
真
耶
、
織
斑
一
夏
、
篠
ノ
乃
箒
）
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設
定
資
料
等

大
御
和
皇
国
海
軍
保
有
艦
艇
一
覧
（
暫
定
版
）

　　
大
御
和
皇
国

　
Ａ
ｎ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
　
Ｗ
ａ
ｒ
ｓ
内
に
お
い
て
最
高
の
国
力
を
誇
る
十
大
国
の
中
で

も
無
敵
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
大
帝
国
。

　
元
首
は
神
ノ
世
真
言
。

　
保
有
戦
力

　
海
軍
保
有
艦
艇
（
暫
定
）

　
航
空
母
艦
〔
Ａ
ｉ
ｒ
ｃ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
　
Ｃ
ａ
ｒ
ｒ
ｉ
ｅ
ｒ
／
Ａ
Ｃ
〕：
１
７
１
隻

　
主
力
空
母
〔
Ｍ
ａ
ｉ
ｎ
　
Ｂ
ａ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
　
Ａ
ｉ
ｒ
ｃ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
　
Ｃ
ａ
ｒ
ｒ
ｉ
ｅ
ｒ
／
Ｍ
Ｂ
Ａ

Ｃ
〕：
龍
〈
６
０
隻
〉

　
龍
神
型
（
同
型
艦
２
０
?
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
０
１
〜
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
２
０
）

「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
０
１
、
龍
神
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
０
２
、
龍
帝
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
０
３
、
龍
王
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ

─
０
４
、
金
龍
」

「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
０
５
、
黄
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
０
６
、
蒼
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
０
７
、
青
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
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─
０
８
、
紅
龍
」

「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
０
９
、
赤
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
１
０
、
銀
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
１
１
、
白
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ

─
１
２
、
玄
龍
」

「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
１
３
、
黒
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
１
４
、
蛟
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
１
５
、
螭
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ

─
１
６
、
翔
龍
」

「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
１
７
、
天
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
１
８
、
雲
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
１
９
、
聖
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ

─
２
０
、
鬼
龍
」

　
全
長
：
３
３
２
ｍ
　
全
幅
：
３
１
ｍ
　
喫
水
：
１
５
ｍ
　
全
高
：
２
２
ｍ
　
最
高
速
度
：
５
２
ｋ
ｍ

／
ｈ

　
艦
載
航
空
機
：
Ｆ
─
０
０
〔
零
戦
〕、
Ａ
Ｈ
─
０
２
改
〔
ペ
ル
セ
ウ
ス
〕

　
艦
載
機
数
：
Ｆ
─
０
０
／
８
０
機
、
Ａ
Ｈ
─
０
２
改
／
７
０
機

　
最
大
乗
員
：
操
艦
要
員
１
５
２
８
人
、
航
空
要
員
１
０
５
６
人
、
計
２
５
８
４
人

　
そ
の
他
：
無
人
偵
察
機
〔
セ
リ
カ
・
ク
ル
ス
〕

　　
大
龍
型
（
同
型
艦
２
０
／
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
２
１
〜
Ｍ
Ａ
Ｂ
Ｃ
─
４
０
）

「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
２
１
、
大
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
２
２
、
剣
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
２
３
、
飛
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ

─
２
４
、
伏
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
２
５
、
臥
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
２
６
、
福
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
２
７
、
蟠
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龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
２
８
、
昇
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
２
９
、
祥
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
３
０
、
戦
龍
」「
Ｍ
Ｂ

Ａ
Ｃ
─
３
１
、
闘
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
３
２
、
瑞
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
３
３
、
仁
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
３
４
、

亢
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
３
５
、
玉
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
３
６
、
驪
龍
」

「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
３
７
、
應
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
３
８
、
九
頭
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
３
９
、
五
頭
龍
」

「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
４
０
、
虹
龍
」

　
全
長
：
３
２
８
ｍ
　
全
幅
：
３
０
ｍ
　
喫
水
：
１
５
ｍ
　
全
高
：
２
０
ｍ
　
最
高
速
度
：
５
１
ｋ
ｍ

／
ｈ

　
艦
載
航
空
機
：
Ｆ
─
２
８
Ｍ
〔
渡
鴉
〕、
Ｈ
─
０
１
Ｓ
〔
ペ
ガ
サ
ス
〕

　
艦
載
機
数
：
Ｆ
─
２
８
Ｍ
／
８
０
機
、
Ａ
Ｈ
─
０
１
Ｓ
／
６
０
機

　
最
大
乗
員
：
操
艦
要
員
１
６
０
７
人
、
航
空
要
員
１
２
１
１
人
、
計
２
８
１
８
人

　
そ
の
他
：
無
人
偵
察
機
〔
セ
リ
カ
・
ク
ル
ス
〕

　　
霓
龍
型
（
同
型
艦
２
０
／
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
４
１
〜
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
６
０
）

「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
４
１
、
霓
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
４
２
、
仙
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
４
３
、
麗
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ

─
４
４
、
靈
龍
」

「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
４
５
、
舞
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
４
６
、
角
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
４
７
、
蜃
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ

─
４
８
、
旭
龍
」
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「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
４
９
、
蛇
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
５
０
、
賢
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
５
１
、
辰
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ

─
５
２
、
皎
龍
」

「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
５
３
、
彩
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
５
４
、
巻
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
５
５
、
長
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ

─
５
６
、
鯨
龍
」

「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
５
７
、
智
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
５
８
、
武
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ
─
５
９
、
凰
龍
」「
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｃ

─
６
０
、
永
龍
」

　
全
長
：
３
１
３
ｍ
　
全
幅
：
３
２
ｍ
　
喫
水
：
１
７
ｍ
　
全
高
：
２
０
ｍ
　
最
高
速
度
：
４
９
ｋ
ｍ

／
ｈ

　
艦
載
航
空
機
：
Ｂ
─
３
８
〔
連
山
〕、
Ｂ
─
２
５
Ｋ
〔
泰
山
〕、
Ａ
─
５
０
５
〔
豪
電
〕

　
艦
載
機
数
：
Ｂ
─
３
８
／
４
０
機
、
Ｂ
─
２
５
Ｋ
／
３
０
機
、
Ａ
─
５
０
５
／
３
０
機

　
最
大
乗
員
：
操
艦
要
員
１
７
５
８
人
、
航
空
要
員
１
４
０
６
人
、
計
３
１
６
４
人

　　
戦
略
空
母
〔
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ｇ
ｉ
ｃ
　
Ａ
ｉ
ｒ
ｃ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
　
Ｃ
ａ
ｒ
ｒ
ｉ
ｅ
ｒ
／
Ｓ
Ａ
Ｃ
〕：
鳳

〈
２
２
隻
〉

　
鳳
翔
型
（
同
型
艦
９
?
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
２
２
〜
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
２
９
）

「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
２
２
、
鳳
翔
」「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
２
３
、
大
鳳
」「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
２
４
、
善
鳳
」「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
２
５
、
祥

鳳
」
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「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
２
６
、
連
鳳
」「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
２
６
、
陣
鳳
」「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
２
７
、
銀
鳳
」「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
２
８
、
黎

鳳
」

「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
２
９
、
厳
鳳
」

　
全
長
：
２
４
０
ｍ
　
全
幅
：
２
６
ｍ
　
喫
水
：
１
７
ｍ
　
全
高
：
２
５
ｍ
　
最
高
速
度
：
４
３
ｋ
ｍ

／
ｈ

　
艦
載
航
空
機
：
Ｆ
─
９
０
２
〔
飛
竜
〕、
Ｂ
─
１
５
〔
深
山
〕

　
艦
載
機
数
：
Ｆ
─
９
０
２
／
４
０
機
、
Ｂ
─
１
５
／
２
０
機

　
最
大
乗
員
：
操
艦
要
員
１
２
５
７
人
、
航
空
要
員
１
３
１
６
人
、
計
２
５
７
３
人

　
そ
の
他
：
無
人
偵
察
機
〔
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ス
キ
ー
ト
〕

　　
神
鳳
型
（
同
型
艦
１
３
／
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
３
０
〜
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
４
３
）

「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
３
０
、
神
鳳
」「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
３
１
、
華
鳳
」「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
３
２
、
天
鳳
」「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
３
３
、
聖

鳳
」

「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
３
４
、
喜
鳳
」「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
３
５
、
瑞
鳳
」「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
３
６
、
龍
鳳
」「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
３
７
、
靈

鳳
」

「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
３
８
、
虹
鳳
」「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
３
９
、
霓
鳳
」「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
４
０
、
炎
鳳
」「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
４
１
、
角

鳳
」
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「
Ｓ
Ａ
Ｃ
─
４
３
、
仙
鳳
」

　
全
長
：
３
０
０
ｍ
　
全
幅
：
２
７
ｍ
　
喫
水
：
１
９
ｍ
　
全
高
：
２
６
ｍ
　
最
高
速
度
：
５
０
ｋ
ｍ

／
ｈ

　
艦
載
航
空
機
：
Ｆ
─
９
０
２
、
Ｂ
─
１
５

　
艦
載
機
数
：
Ｆ
─
９
０
２
／
３
０
機
、
Ｂ
─
１
５
／
４
０
機

　
最
大
乗
員
：
操
艦
要
員
１
０
０
８
人
、
航
空
要
員
１
５
８
６
人
、
計
２
５
９
４
人

　　
汎
用
空
母
〔
Ｇ
ｅ
ｎ
ｒ
ａ
ｌ
─
Ｐ
ｕ
ｒ
ｐ
ｏ
ｓ
ｅ
　
Ａ
ｉ
ｒ
ｃ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
　
Ｃ
ａ
ｒ
ｒ
ｉ
ｅ
ｒ
／
Ｇ

Ｐ
Ａ
Ｃ
〕：
鶴
〈
３
８
隻
〉

　
神
鶴
型
（
同
型
艦
１
２
／
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
０
７
〜
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
１
８
）

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
０
７
、
神
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
０
８
、
祥
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
０
９
、
瑞
鶴
」

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
１
０
、
靈
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
１
１
、
飛
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
１
２
、
真
鶴
」

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
１
３
、
舞
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
１
４
、
千
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
１
５
、
雲
鶴
」

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
１
６
、
若
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
１
７
、
天
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
１
８
、
皁
鶴
」

　
全
長
：
２
３
２
ｍ
　
全
幅
：
２
５
ｍ
　
喫
水
：
１
６
ｍ
　
全
高
：
２
５
ｍ
　
最
高
速
度
：
４
５
ｋ
ｍ

／
ｈ

　
艦
載
航
空
機
：
Ｆ
─
１
０
〔
海
烏
〕、
Ｖ
Ｃ
─
２
２
８
〔
雷
獣
〕、
Ａ
─
２
３
〔
震
電
〕
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艦
載
機
数
：
Ｆ
─
１
０
／
３
０
機
、
Ｖ
Ｃ
─
２
２
８
／
２
０
機
、
Ａ
─
２
３
／
３
０
機

　
最
大
乗
員
：
操
艦
要
員
１
８
５
２
人
、
航
空
要
員
１
７
９
２
人
、
計
３
６
３
４
人

　　
龍
鶴
型
（
同
型
艦
１
０
／
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
１
９
〜
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
２
８
）

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
１
９
、
龍
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
２
０
、
翔
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
２
１
、
仁
鶴
」

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
２
２
、
美
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
２
３
、
駿
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
２
４
、
炎
鶴
」

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
２
５
、
龜
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
２
６
、
芳
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
２
７
、
善
鶴
」

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
２
８
、
驤
鶴
」

　
全
長
：
２
４
８
ｍ
　
全
幅
：
２
８
ｍ
　
喫
水
：
１
３
ｍ
　
全
高
：
２
６
ｍ
　
最
高
速
度
：
５
３
ｋ
ｍ

／
ｈ

　
艦
載
航
空
機
：
Ｆ
─
２
２
〔
猛
禽
〕、
Ｂ
─
１
３
〔
鎮
山
〕

　
艦
載
機
数
：
Ｆ
─
２
２
／
４
０
機
、
Ｂ
─
１
３
／
２
０
機

　
最
大
乗
員
：
操
艦
要
員
１
５
９
６
人
、
航
空
要
員
１
４
５
５
人
、
計
３
０
５
１
人

　　
桜
鶴
型
（
同
型
艦
１
６
／
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
２
９
〜
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
４
４
）

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
２
９
、
桜
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
３
０
、
蓮
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
３
１
、
兆
鶴
」

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
３
２
、
恩
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
３
３
、
凜
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
３
４
、
暁
鶴
」
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「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
３
５
、
豊
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
３
６
、
明
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
３
７
、
幸
鶴
」

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
３
８
、
玄
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
３
９
、
禎
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
４
０
、
賢
鶴
」

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
４
１
、
叡
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
４
２
、
禱
鶴
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
４
３
、
慶
鶴
」

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
─
１
４
４
、
望
鶴
」

　
全
長
：
２
１
２
ｍ
　
全
幅
：
３
６
ｍ
　
喫
水
：
１
５
ｍ
　
全
高
：
２
５
ｍ
　
最
高
速
度
：
４
１
ｋ
ｍ

／
ｈ

　
艦
載
航
空
機
：
Ｆ
Ａ
─
５
４
〔
蜂
鳥
〕、
Ｂ
─
８
１
〔
天
山
〕、
Ａ
Ｈ
─
２
３
〔
グ
リ
フ
ォ
ン
〕

　
艦
載
機
数
：
Ｆ
Ａ
─
５
４
／
４
０
機
、
Ｂ
─
８
１
／
２
０
機
、
Ａ
Ｈ
─
２
３
／
３
０
機

　
最
大
乗
員
：
操
艦
要
員
１
２
４
１
人
、
航
空
要
員
１
５
０
８
人
、
計
２
６
４
９
人

　　
護
衛
空
母
〔
Ｅ
ｓ
ｃ
ｏ
ｒ
ｔ
　
Ａ
ｉ
ｒ
ｃ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
　
Ｃ
ａ
ｒ
ｒ
ｉ
ｅ
ｒ
／
Ｅ
Ａ
Ｃ
〕：
城
〈
５
１
隻
〉

　
千
代
田
型
（
同
型
艦
３
５
／
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
２
０
〜
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
５
４
）

「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
２
０
、
千
代
田
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
２
１
、
館
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
２
２
、
松
前
」

「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
２
３
、
蠣
崎
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
２
４
、
蓬
田
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
２
５
、
七
戸
」

「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
２
６
、
金
鶏
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
２
７
、
黒
石
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
２
８
、
浪
岡
」

「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
２
９
、
藤
崎
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
３
０
、
剣
吉
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
３
１
、
和
徳
」

「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
３
２
、
松
嶺
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
３
３
、
清
水
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
３
４
、
天
童
」
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「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
３
５
、
若
松
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
３
６
、
駒
ヶ
嶺
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
３
７
、
梁
川
」

「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
３
８
、
真
岡
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
３
９
、
飛
山
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
４
０
、
風
見
」

「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
４
１
、
川
越
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
４
２
、
忍
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
４
３
、
勝
沼
」

「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
４
４
、
練
馬
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
４
５
、
甘
縄
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
４
６
、
岡
津
」

「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
４
７
、
能
見
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
４
８
、
馬
籠
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
４
９
、
安
土
」

「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
５
０
、
清
洲
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
５
１
、
福
山
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
５
２
、
古
麓
」

「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
５
３
、
名
護
屋
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
５
４
、
常
盤
」

　　
姫
路
型
（
同
型
艦
１
４
／
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
５
５
〜
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
７
０
）

「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
５
５
、
姫
路
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
５
６
、
玉
縄
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
５
７
、
安
威
」

「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
５
８
、
吹
田
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
５
９
、
郡
山
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
６
０
、
榎
並
」

「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
６
１
、
深
井
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
６
２
、
千
石
堀
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
６
３
、
若
江
」

「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
６
４
、
千
早
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
６
５
、
赤
穂
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
６
６
、
出
石
」

「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
６
７
、
竹
田
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
６
８
、
玉
藻
」「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
６
９
、
雄
勝
」

「
Ｅ
Ａ
Ｃ
─
２
７
０
、
多
賀
」
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戦
艦
〔
Ｂ
ａ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
　
Ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
／
Ｂ
Ｂ
〕：
１
９
９
隻

　
超
戦
艦
〔
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
　
Ｂ
ａ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
　
Ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
／
Ｓ
Ｂ
Ｂ
〕：
神
名
〈
５
９
隻
〉

　
天
之
御
中
主
型
（
同
型
艦
６
／
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
０
１
〜
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
０
６
）

「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
０
１
、
天
之
御
中
主
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
０
２
、
高
御
産
巣
日
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
０
３
、
神
産
巣
日
」

「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
０
４
、
可
美
葦
牙
彦
舅
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
０
５
、
天
常
立
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
０
６
、
國
常
立
」

　　
豐
玉
雲
野
型
（
同
型
艦
１
１
／
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
０
７
〜
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
１
７
）

「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
０
７
、
豐
玉
雲
野
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
０
８
、
宇
比
地
彌
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
０
９
、
須
比
智
邇
」

「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
１
０
、
角
杙
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
１
１
、
活
杙
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
１
２
、
意
富
斗
能
地
」

「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
１
３
、
大
斗
乃
弁
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
１
４
、
淤
母
陀
琉
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
１
５
、
阿
夜
訶
志
古
泥
」

「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
１
６
、
伊
邪
那
岐
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
１
７
、
伊
邪
那
美
」

　　
水
蛭
子
型
（
同
型
艦
１
７
／
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
１
８
〜
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
３
４
）

「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
１
８
、
水
蛭
子
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
１
９
、
大
宜
都
比
売
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
２
０
、
大
山
津
見
」

「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
２
１
、
大
綿
津
見
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
２
２
、
火
之
夜
藝
速
男
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
、
金
山
毘
古
」

「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
２
４
、
金
山
毘
売
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
２
５
、
波
邇
夜
須
毘
古
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
２
６
、
波
邇
夜
須
毘

売
」
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「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
２
７
、
和
久
産
巣
日
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
２
８
、
武
御
雷
之
男
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
２
９
、
石
析
」

「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
３
０
、
根
析
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
３
１
、
泣
沢
女
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
３
２
、
豐
宇
気
毘
売
」

「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
３
３
、
闇
淤
加
美
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
３
４
、
闇
御
津
羽
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
３
５
、
甕
速
日
」

「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
３
６
、
樋
速
日
」

　　
天
照
型
（
同
型
艦
１
９
／
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
３
６
〜
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
５
４
）

「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
３
６
、
天
照
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
３
７
、
月
読
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
３
８
、
健
速
須
佐
之
男
」

「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
３
９
、
天
手
力
男
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
４
０
、
天
鈿
女
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
４
１
、
忍
穂
耳
」

「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
４
２
、
邇
邇
藝
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
４
３
、
八
意
思
兼
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
４
４
、
猿
田
彦
」

「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
４
５
、
天
鳥
船
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
４
６
、
天
忍
日
」「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
４
７
、
神
阿
多
都
」

「
Ｓ
Ｂ
Ｂ
─
４
８
、
天
児
屋
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
４
９
、
布
刀
玉
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
５
０
、
伊
斯
許
理
度
売
」

「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
５
１
、
天
津
久
米
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
５
２
、
玉
祖
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
５
３
、
天
石
門
別
」

「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
５
４
、
大
年
」

　　
主
力
戦
艦
〔
Ｍ
ａ
ｉ
ｎ
　
Ｂ
ａ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
　
Ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
／
Ｍ
Ｂ
Ｂ
〕：
旧
國
名
、
異
称
〈
７
１
隻
〉

　
大
和
型
（
同
型
艦
８
／
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
０
７
〜
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
１
４
）

「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
０
７
、
大
和
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
０
８
、
武
蔵
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
０
９
、
吉
備
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
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２
１
０
、
心
安
」

「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
１
１
、
眞
秀
場
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
１
２
、
玉
牆
内
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
１
３
、
信
濃
」

「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
１
４
、
扶
桑
」

　　
長
門
型
（
同
型
艦
１
０
／
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
１
５
〜
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
２
４
）

「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
１
５
、
長
門
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
１
６
、
出
羽
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
１
７
、
陸
奥
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─

２
１
８
、
安
芸
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
１
９
、
甲
斐
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
２
０
、
土
佐
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
２
１
、
磐

城
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
２
２
、
佐
渡
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
２
３
、
淡
路
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
２
４
、
美
作
」

　　
出
雲
型
（
同
型
艦
９
／
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
２
５
〜
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
３
）

「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
２
５
、
出
雲
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
２
６
、
讃
岐
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
２
７
、
伯
耆
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─

２
２
８
、
美
濃
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
２
９
、
石
見
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
０
、
対
馬
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
１
、
壱

岐
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
２
、
信
濃
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
３
、
阿
波
」

　　
摂
津
型
（
同
型
艦
１
１
／
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
４
〜
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
８
４
）

「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
４
、
摂
津
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
５
、
駿
河
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
６
、
山
城
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─

２
３
７
、
伊
豆
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
８
、
丹
波
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
９
、
志
摩
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
８
０
、
上
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総
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
８
１
、
上
野
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
８
２
、
常
陸
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
８
３
、
岩
代
」「
Ｍ
Ｂ

Ｂ
─
２
８
４
、
隠
岐
」

　　
紀
伊
型
（
同
型
艦
１
４
／
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
８
５
〜
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
９
８
）

「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
８
５
、
紀
伊
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
８
６
、
河
内
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
８
７
、
和
泉
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─

２
８
８
、
伊
賀
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
８
９
、
加
賀
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
９
０
、
能
登
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
９
１
、
備

中
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
９
２
、
若
狭
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
９
３
、
越
前
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
９
４
、
尾
張
」「
Ｍ
Ｂ

Ｂ
─
２
９
５
、
三
河
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
９
６
、
筑
後
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
９
７
、
豊
後
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
９
８
、

遠
江
」

　　
伊
勢
型
（
同
型
艦
９
／
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
９
９
〜
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
３
０
７
）

「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
２
９
９
、
伊
勢
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
３
０
０
、
因
幡
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
３
０
１
、
近
江
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─

３
０
２
、
播
磨
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
３
０
３
、
伊
予
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
３
０
４
、
日
向
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
３
０
５
、
相

模
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
３
０
６
、
大
隅
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
３
０
７
、
陸
中
」

　　
飛
騨
型
（
同
型
艦
１
０
／
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
３
０
８
〜
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
３
１
７
）

「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
３
０
８
、
飛
騨
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
３
０
９
、
薩
摩
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
３
１
０
、
但
馬
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
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３
１
１
、
志
輪
上
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
３
１
２
、
秀
眞
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
３
１
３
、
羽
前
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
３
１
４
、

周
防
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
３
１
５
、
丹
後
」

「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
３
１
６
、
難
波
」「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
─
３
１
７
、
高
砂
」

　　
汎
用
戦
艦
〔
Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ａ
ｌ
─
Ｐ
ｕ
ｒ
ｐ
ｏ
ｓ
ｅ
　
Ｂ
ａ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
　
Ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
／
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
〕：

海
域
〈
５
０
隻
〉

　
筑
紫
型
（
同
型
艦
１
０
／
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
２
５
〜
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
４
）

「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
２
５
、
筑
紫
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
２
６
、
有
明
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
２
７
、
天
草
」

「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
２
８
、
志
布
志
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
２
９
、
甑
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
０
、
錦
江
」

「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
１
、
八
代
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
２
、
角
力
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
３
、
玄
海
」

「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
４
、
臼
杵
」

　　
仙
崎
型
（
同
型
艦
１
０
／
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
５
〜
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
４
４
）

「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
５
、
仙
崎
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
６
、
美
保
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
７
、
備
後
」

「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
８
、
瀬
戸
内
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
３
９
、
燧
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
４
０
、
志
度
」

「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
４
１
、
明
石
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ａ
─
２
４
２
、
鳴
門
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
４
３
、
紀
淡
」

「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
４
４
、
宿
毛
」
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別
府
型
（
同
型
艦
１
０
／
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
４
６
〜
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
５
５
）

「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
４
６
、
別
府
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
４
７
、
速
吸
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
４
８
、
宇
和
」

「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
４
９
、
宮
津
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
５
０
、
伊
良
湖
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
５
１
、
英
虞
」

「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
５
２
、
敦
賀
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
５
３
、
七
尾
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
５
４
、
渥
美
」

「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
５
５
、
鹿
島
」

　　
津
軽
型
（
同
型
艦
１
０
／
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
５
６
〜
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
６
５
）

「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
５
６
、
津
軽
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
５
７
、
江
戸
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
５
８
、
内
浦
」

「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
５
９
、
平
舘
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
６
０
、
石
巻
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
６
１
、
仙
台
」

「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
６
２
、
唐
丹
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
６
３
、
根
室
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
６
４
、
奥
尻
」

「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
１
６
５
、
小
樽
」

　　
諫
早
型
（
同
型
艦
１
０
／
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
５
１
〜
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
６
０
）

「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
５
１
、
諫
早
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
５
２
、
知
多
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
５
３
、
豊
予
」

「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
５
４
、
関
門
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
５
５
、
博
多
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
５
６
、
名
護
」

「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
５
７
、
唐
津
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
５
８
、
伊
万
里
」「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
５
９
、
中
城
」

15  大御和皇国海軍保有艦艇一覧（暫定版）



「
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
─
２
６
０
、
追
波
」

　　
巡
洋
艦
〔
Ｃ
ｒ
ｕ
ｉ
ｓ
ｅ
ｒ
／
Ｃ
〕：
２
３
８
隻

　
重
巡
洋
艦
〔
Ｈ
ｅ
ａ
ｖ
ｙ
　
Ａ
ｒ
ｍ
ｏ
ｒ
ｅ
ｄ
　
Ｃ
ｒ
ｕ
ｉ
ｓ
ｅ
ｒ
／
Ｈ
Ｃ
Ａ
〕：
山
岳
、
山
脈
、
山

地
、
峰
山
〈
１
３
２
隻
〉

　
富
士
型
（
同
型
艦
７
／
Ｈ
Ｃ
─
１
１
７
〜
Ｈ
Ｃ
─
１
２
３
）

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
１
７
、
富
士
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
１
８
、
香
久
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
１
９
、
石
狩
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─

１
２
０
、
那
岐
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
２
１
、
星
居
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
２
２
、
妙
見
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
２
３
、
津

黒
」

　　
蔵
王
型
（
同
型
艦
１
０
／
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
２
４
〜
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
３
３
）

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
２
４
、
蔵
王
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
２
５
、
妙
義
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
２
６
、
矢
筈
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─

１
２
７
、
鹿
嵐
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
２
８
、
阿
蘇
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
２
９
、
塩
見
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
３
０
、
那

智
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
３
１
、
飯
豊
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
３
２
、
愛
鷹
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
３
３
、
瑞
牆
」

　　
高
千
穂
型
（
同
型
艦
８
／
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
３
４
〜
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
４
１
）

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
３
４
、
高
千
穂
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
３
５
、
皇
海
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
３
６
、
赤
石
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
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─
１
３
７
、
磐
梯
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
３
８
、
生
駒
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
３
９
、
岩
手
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
４
０
、

姫
神
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
４
１
、
日
高
」

　　
夕
張
型
（
同
型
艦
１
１
／
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
４
２
〜
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
５
２
）

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
４
２
、
夕
張
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
４
３
、
羅
臼
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
４
４
、
海
別
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─

１
４
５
、
豊
似
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
４
６
、
笹
森
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
４
７
、
荒
海
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
４
８
、
那

須
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
４
９
、
栗
駒
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
５
０
、
高
見
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
５
１
、
八
剣
」「
Ｈ
Ｃ

Ａ
─
１
５
２
、
剣
尾
」

　　
高
雄
型
（
同
型
艦
６
／
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
５
３
〜
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
５
８
）

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
５
３
、
高
雄
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
５
４
、
愛
宕
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
５
５
、
鳥
海
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─

１
５
６
、
摩
耶
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
５
７
、
鞍
馬
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
５
８
、
石
槌
」

　　
白
神
型
（
同
型
艦
９
／
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
５
９
〜
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
６
７
）

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
５
９
、
白
神
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
６
０
、
白
根
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
６
１
、
木
曾
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─

１
６
２
、
黒
姫
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
６
３
、
恵
那
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
６
４
、
雲
仙
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
６
５
、
鶴

見
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
６
６
、
鰐
塚
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
６
７
、
尾
鈴
」
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金
剛
型
（
同
型
艦
１
３
／
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
６
８
〜
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
８
０
）

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
６
８
、
金
剛
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
６
９
、
比
叡
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
７
０
、
榛
名
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─

１
７
１
、
霧
島
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
７
２
、
春
日
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
７
３
、
須
賀
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
７
４
、
恩

納
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
７
５
、
身
延
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
７
６
、
乗
鞍
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
７
７
、
伊
那
」「
Ｈ
Ｃ

Ａ
─
１
７
８
、
八
海
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
７
９
、
守
門
」

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
８
０
、
清
澄
」

　　
穂
高
型
（
同
型
艦
１
０
／
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
８
１
〜
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
９
０
）

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
８
１
、
穂
高
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
８
２
、
場
照
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
８
３
、
羅
漢
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─

１
８
４
、
秋
葉
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
８
５
、
足
尾
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
８
６
、
浅
草
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
８
７
、
吾

妻
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
８
８
、
天
城
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
８
９
、
岩
木
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
９
０
、
神
室
」

　　
赤
城
型
（
同
型
艦
１
３
／
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
９
１
〜
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
０
２
）

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
９
１
、
赤
城
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
９
２
、
葛
城
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
９
３
、
速
日
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─

１
９
４
、
夏
木
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
９
５
、
久
住
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
９
６
、
普
賢
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
９
７
、
耳

納
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
９
８
、
道
後
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
１
９
９
、
鉢
伏
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
０
０
、
釜
臥
」「
Ｈ
Ｃ
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Ａ
─
２
０
１
、
琴
平
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
０
２
、
稲
叢
」

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
０
３
、
石
立
」

　　
神
威
型
（
同
型
艦
１
２
／
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
０
３
〜
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
１
４
）

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
０
３
、
神
威
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
０
４
、
忠
別
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
０
５
、
羽
黒
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─

２
０
６
、
北
見
」

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
０
７
、
別
狩
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
０
８
、
増
毛
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
０
９
、
和
賀
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─

２
１
０
、
森
吉
」

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
１
１
、
笠
置
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
１
２
、
秩
父
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
１
３
、
武
甲
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─

２
１
４
、
陣
馬
」

　　
筑
波
型
（
同
型
艦
１
１
／
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
１
５
〜
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
２
５
）

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
１
５
、
筑
波
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
１
６
、
雲
取
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
１
７
、
雲
早
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─

２
１
８
、
笠
取
」

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
１
９
、
岩
菅
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
２
０
、
養
老
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
２
１
、
医
王
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─

２
２
２
、
天
王
」

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
２
３
、
龍
門
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
２
４
、
寂
地
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
２
５
、
高
縄
」
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伊
吹
型
（
同
型
艦
１
３
／
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
２
６
〜
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
３
８
）

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
２
６
、
伊
吹
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
２
７
、
諭
鶴
羽
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
２
８
、
浅
野
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ

─
２
２
９
、
古
鷹
」

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
３
０
、
羽
黒
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
３
１
、
藻
岩
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
３
２
、
真
昼
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─

２
３
３
、
蓬
莱
」

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
３
４
、
弁
慶
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
３
５
、
稲
庭
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
３
６
、
苗
場
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─

２
３
７
、
真
妻
」

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
３
８
、
野
坂
」

　　
音
羽
型
（
同
型
艦
９
／
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
３
９
〜
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
４
７
）

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
３
９
、
音
羽
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
４
０
、
須
磨
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
４
１
、
三
笠
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─

２
４
２
、
多
良
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
４
３
、
両
子
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
４
４
、
八
幡
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
４
５
、
鷲

峰
」「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
４
６
、
宝
永
」

「
Ｈ
Ｃ
Ａ
─
２
４
７
、
開
聞
」

　　
軽
巡
洋
艦
〔
Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
　
Ａ
ｒ
ｍ
ｏ
ｒ
ｅ
ｄ
　
Ｃ
ｒ
ｕ
ｉ
ｓ
ｅ
ｒ
／
Ｌ
Ｃ
〕：
河
川
、
沢
江
、
湖
沼
、
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池
〈
１
０
６
隻
〉

　
大
淀
型
（
同
型
艦
１
１
／
Ｌ
Ｃ
─
３
８
２
〜
Ｌ
Ｃ
─
３
９
２
）

「
Ｌ
Ｃ
─
３
８
２
、
大
淀
」「
Ｌ
Ｃ
─
３
８
３
、
仁
淀
」「
Ｌ
Ｃ
─
３
８
４
、
淀
」「
Ｌ
Ｃ
─
３
８
５
、
江
」

「
Ｌ
Ｃ
─
３
８
６
、
加
古
」「
Ｌ
Ｃ
─
３
８
７
、
高
津
」「
Ｌ
Ｃ
─
３
８
８
、
那
賀
」「
Ｌ
Ｃ
─
３
８
９
、
羽

地
」

「
Ｌ
Ｃ
─
３
９
０
、
比
謝
」「
Ｌ
Ｃ
─
３
９
１
、
嘉
瀬
」「
Ｌ
Ｃ
─
３
９
２
、
清
武
」

　　
長
良
型
（
同
型
艦
１
１
／
Ｌ
Ｃ
─
３
９
３
〜
Ｌ
Ｃ
─
４
０
３
）

「
Ｌ
Ｃ
─
３
９
３
、
長
良
」「
Ｌ
Ｃ
─
３
９
４
、
五
十
鈴
」「
Ｌ
Ｃ
─
３
９
５
、
名
取
」「
Ｌ
Ｃ
─
３
９
６
、

由
良
」

「
Ｌ
Ｃ
─
３
９
７
、
鬼
怒
」「
Ｌ
Ｃ
─
３
９
８
、
阿
武
隈
」「
Ｌ
Ｃ
─
３
９
９
、
椹
野
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
０
０
、

厚
東
」

「
Ｌ
Ｃ
─
４
０
１
、
諏
訪
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
０
２
、
手
取
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
０
３
、
益
田
」

　　
子
吉
型
（
同
型
艦
１
６
／
Ｌ
Ｃ
─
４
０
４
〜
Ｌ
Ｃ
─
４
１
９
）

「
Ｌ
Ｃ
─
４
０
４
、
子
吉
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
０
５
、
狩
野
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
０
６
、
夕
張
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
０
７
、
安

倍
」
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「
Ｌ
Ｃ
─
４
０
８
、
気
仙
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
０
９
、
本
栖
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
１
０
、
宍
道
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
１
１
、
美

瑛
」

「
Ｌ
Ｃ
─
４
１
２
、
猪
名
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
１
３
、
武
庫
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
１
４
、
尾
瀬
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
１
５
、
印

旛
」

「
Ｌ
Ｃ
─
４
１
６
、
猪
苗
代
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
１
７
、
十
和
田
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
１
８
、
鷹
架
」

「
Ｌ
Ｃ
─
４
１
９
、
胆
沢
」

　　
球
磨
型
（
同
型
艦
１
３
／
Ｌ
Ｃ
─
４
２
０
〜
Ｌ
Ｃ
─
４
３
２
）

「
Ｌ
Ｃ
─
４
２
０
、
球
磨
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
２
１
、
多
摩
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
２
２
、
北
上
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
２
３
、
大

井
」

「
Ｌ
Ｃ
─
４
２
４
、
木
曾
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
２
５
、
洞
爺
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
２
６
、
支
笏
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
２
７
、
白

老
」

「
Ｌ
Ｃ
─
４
２
８
、
足
助
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
２
９
、
根
尾
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
３
０
、
浜
名
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
３
１
、
米

代
」

「
Ｌ
Ｃ
─
４
３
２
、
四
万
十
」

　　
阿
賀
野
型
（
同
型
艦
１
２
／
Ｌ
Ｃ
─
４
３
３
〜
Ｌ
Ｃ
─
４
４
４
）
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「
Ｌ
Ｃ
─
４
３
３
、
阿
賀
野
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
３
４
、
能
代
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
３
５
、
矢
矧
」

「
Ｌ
Ｃ
─
４
３
６
、
酒
匂
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
３
７
、
竜
田
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
３
８
、
揖
保
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
３
９
、
高

梁
」

「
Ｌ
Ｃ
─
４
４
０
、
周
布
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
４
１
、
美
々
津
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
４
２
、
湧
洞
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
４
３
、

摩
周
」

「
Ｌ
Ｃ
─
４
４
４
、
風
蓮
」

　　
川
内
型
（
同
型
艦
１
５
／
Ｌ
Ｃ
─
４
４
５
〜
Ｌ
Ｃ
─
４
５
９
）

「
Ｌ
Ｃ
─
４
４
５
、
川
内
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
４
６
、
那
珂
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
４
７
、
加
茂
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
４
８
、
木

津
」

「
Ｌ
Ｃ
─
４
４
９
、
名
寄
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
５
０
、
尾
幌
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
５
１
、
忠
類
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
５
２
、
能

取
」

「
Ｌ
Ｃ
─
４
５
３
、
天
塩
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
５
４
、
涛
沸
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
５
５
、
雨
竜
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
５
６
、
馬

淵
」

「
Ｌ
Ｃ
─
４
５
７
、
尾
駮
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
５
８
、
斐
伊
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
５
９
、
只
見
」

　　
最
上
型
（
同
型
艦
１
０
／
Ｌ
Ｃ
─
４
６
０
〜
Ｌ
Ｃ
─
４
６
９
）
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「
Ｌ
Ｃ
─
４
６
０
、
最
上
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
６
１
、
三
隈
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
６
２
、
鈴
谷
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
６
３
、
熊

野
」

「
Ｌ
Ｃ
─
４
６
４
、
利
根
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
６
５
、
筑
摩
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
６
６
、
吉
野
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
６
７
、
満

濃
」

「
Ｌ
Ｃ
─
４
６
８
、
香
東
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
６
９
、
雄
物
」

　　
神
通
型
（
同
型
艦
１
７
／
Ｌ
Ｃ
─
４
７
０
〜
Ｌ
Ｃ
─
４
８
７
）

「
Ｌ
Ｃ
─
４
７
０
、
神
通
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
７
１
、
成
羽
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
７
２
、
夷
隅
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
７
３
、
十

勝
」

「
Ｌ
Ｃ
─
４
７
４
、
音
別
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
７
５
、
無
加
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
７
６
、
網
走
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
７
７
、
釧

路
」

「
Ｌ
Ｃ
─
４
７
８
、
然
別
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
７
９
、
士
幌
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
８
０
、
神
流
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
８
１
、
花

見
」

「
Ｌ
Ｃ
─
４
８
２
、
琵
琶
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
８
３
、
隅
田
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
８
４
、
久
慈
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
８
５
、
千

曲
」

「
Ｌ
Ｃ
─
４
８
６
、
由
良
」「
Ｌ
Ｃ
─
４
８
７
、
玖
珠
」
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駆
逐
艦
〔
Ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ｒ
ｏ
ｙ
ｅ
ｒ
／
Ｄ
Ｄ
〕：
６
８
４
隻

　
護
衛
駆
逐
艦
〔
Ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ｒ
ｏ
ｙ
ｅ
ｒ
　
Ｅ
ｓ
ｃ
ｏ
ｒ
ｔ
／
Ｄ
Ｅ
〕：
植
物
名
〈
１
０
３
隻
〉

　
桜
型
（
同
型
艦
５
２
／
Ｄ
Ｅ
─
１
０
２
２
〜
Ｄ
Ｅ
─
１
０
７
３
）

「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
２
２
、
桜
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
２
３
、
桃
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
２
４
、
槇
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
２
５
、

椿
」

「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
２
６
、
榎
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
２
７
、
松
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
２
８
、
柿
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
２
９
、

栗
」

「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
３
０
、
椛
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
３
１
、
椎
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
３
２
、
楢
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
３
３
、

梅
」

「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
３
４
、
梧
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
３
５
、
朴
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
３
６
、
楓
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
３
７
、

梓
」

「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
３
８
、
槐
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
３
９
、
榕
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
４
０
、
楝
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
４
１
、

樫
」

「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
４
２
、
柳
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
４
３
、
梶
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
４
４
、
榧
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
４
５
、

枳
」

「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
４
６
、
桐
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
４
７
、
橘
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
４
８
、
楠
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
４
９
、
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梔
」

「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
５
０
、
椚
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
５
１
、
欅
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
５
２
、
楮
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
５
３
、

柏
」

「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
５
４
、
桂
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
５
５
、
櫁
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
５
６
、
榊
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
５
７
、

樺
」

「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
５
８
、
桑
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
５
９
、
杉
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
６
０
、
檀
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
６
１
、

橙
」

「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
６
２
、
栂
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
６
３
、
栃
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
６
４
、
椹
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
６
５
、

梛
」

「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
６
６
、
梨
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
６
７
、
椒
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
６
８
、
楡
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
６
９
、

檜
」

「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
７
０
、
薺
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
７
１
、
柴
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
７
２
、
楸
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
７
３
、

柊
」

　　
椋
型
（
同
型
艦
５
１
／
Ｄ
Ｅ
─
１
０
７
４
〜
Ｄ
Ｅ
─
１
１
２
８
）

「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
７
４
、
椋
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
７
５
、
槿
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
７
６
、
樅
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
７
７
、

椰
」
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「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
７
８
、
柚
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
７
９
、
楪
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
８
０
、
綿
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
８
１
、

櫨
」

「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
８
２
、
柘
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
８
３
、
椨
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
８
４
、
柞
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
８
５
、

杏
」

「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
８
６
、
葵
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
８
７
、
薊
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
８
８
、
茜
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
８
９
、

菖
」

「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
９
０
、
黍
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
９
１
、
薄
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
９
２
、
菫
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
９
３
、

竹
」

「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
９
４
、
蓬
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
９
５
、
蓮
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
９
６
、
蘭
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
９
７
、

藤
」

「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
９
８
、
葦
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
０
９
９
、
苧
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
０
０
、
菊
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
０
１
、

菘
」

「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
０
２
、
橡
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
０
３
、
麻
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
０
４
、
樗
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
０
５
、

荻
」

「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
０
６
、
萩
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
０
７
、
榛
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
０
８
、
菱
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
０
９
、

撫
菜
」

「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
１
０
、
蓮
花
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
１
１
、
杜
若
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
１
２
、
躑
躅
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
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１
１
３
、
銀
杏
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
１
４
、
枸
杞
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
１
５
、
胡
桃
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
１
６
、
柘

榴
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
１
７
、
芍
薬
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
１
８
、
土
筆
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
１
９
、
撫
子
」「
Ｄ
Ｅ

─
１
１
２
０
、
枇
杷
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
２
１
、
百
合
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
２
２
、
蜜
柑
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
２
３
、

鬼
灯
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
２
４
、
竜
胆
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
２
５
、
林
檎
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
２
６
、
牡
丹
」「
Ｄ

Ｅ
─
１
１
２
７
、
罌
粟
」「
Ｄ
Ｅ
─
１
１
２
８
、
紫
陽
花
」

　　
ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦
〔
Ｇ
ｕ
ｉ
ｄ
ｅ
ｄ
　
Ｍ
ｉ
ｓ
ｓ
ｉ
ｌ
ｅ
　
Ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ｒ
ｏ
ｙ
ｅ
ｒ
／
Ｄ
Ｄ
Ｇ
〕：

雷
、
雲
、
雨
、
霧
、
靄
〈
１
２
４
隻
〉

　
雷
型
（
同
型
艦
２
０
／
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
１
１
〜
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
２
８
）

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
１
１
、
雷
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
１
２
、
霹
靂
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
１
３
、
初
雷
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０

１
４
、
神
鳴
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
１
５
、
稲
妻
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
１
６
、
雷
霆
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
１
７
、
遠
雷
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─

０
１
８
、
迅
雷
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
１
９
、
雷
光
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
２
０
、
天
雷
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
２
１
、
殷

雷
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
２
２
、
界
雷
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
２
３
、
渦
雷
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
２
２
、
寒
雷
」「
Ｄ
Ｄ

Ｇ
─
０
２
３
、
秋
雷
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
２
４
、
春
雷
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
２
５
、
閃
雷
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
２
６
、
奔
雷
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
２
７
、
万
雷
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─

０
２
８
、
稲
光
」
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初
雲
型
（
同
型
艦
１
７
／
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
２
９
〜
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
４
５
）

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
２
９
、
初
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
３
０
、
雪
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
３
１
、
雷
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─

０
３
２
、
雨
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
３
３
、
黒
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
３
４
、
白
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
３
５
、
青

雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
３
６
、
鱗
雲
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
３
７
、
衣
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
３
８
、
朝
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
３
９
、
夕
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─

０
４
０
、
八
雲
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
４
１
、
浮
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
４
２
、
薄
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
４
３
、
南
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─

０
４
４
、
東
雲
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
４
５
、
彩
雲
」

　　
瑞
雲
型
（
同
型
艦
１
６
／
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
４
６
〜
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
６
５
）

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
４
６
、
瑞
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
４
７
、
紫
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
４
８
、
蒼
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─

０
４
９
、
叢
雲
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
５
０
、
綿
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
５
１
、
夏
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
５
２
、
秋
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─

０
５
３
、
春
雲
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
５
４
、
朧
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
５
５
、
横
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
５
６
、
弓
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
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０
５
７
、
燦
雲
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
５
８
、
霧
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
５
９
、
月
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
６
０
、
日
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─

０
６
１
、
虹
雲
」

　　
初
雨
型
（
同
型
艦
１
９
／
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
６
２
〜
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
８
０
）

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
６
２
、
初
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
６
３
、
霧
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
６
４
、
白
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─

０
６
５
、
涙
雨
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
６
６
、
霖
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
６
７
、
夕
立
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
６
８
、
煙
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─

０
６
９
、
時
雨
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
７
０
、
村
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
７
１
、
皐
月
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
７
２
、
春
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ

─
０
７
３
、
夏
雨
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
７
４
、
秋
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
７
５
、
冬
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
７
６
、
氷
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─

０
７
７
、
糠
雨
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
７
８
、
小
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
７
９
、
涼
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
８
０
、
山
雨
」

　　
驟
雨
型
（
同
型
艦
１
８
／
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
８
１
〜
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
９
７
）

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
８
１
、
驟
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
８
２
、
地
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
８
３
、
慈
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
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０
８
４
、
香
雨
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
８
５
、
紅
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
８
６
、
麦
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
８
７
、
長
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─

０
８
８
、
緑
雨
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
８
９
、
神
立
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
９
０
、
飛
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
９
１
、
鬼
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─

０
９
２
、
翠
雨
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
９
２
、
黒
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
９
３
、
宿
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
９
４
、
天
泣
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─

０
９
５
、
愛
雨
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
９
６
、
天
雨
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
９
７
、
糸
雨
」

　　
初
霧
型
（
同
型
艦
２
０
／
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
９
８
〜
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
１
７
）

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
９
８
、
初
霧
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
０
９
９
、
天
霧
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
０
０
、
朝
霧
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─

１
０
１
、
夕
霧
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
０
２
、
狭
霧
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
０
３
、
濃
霧
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
０
４
、
薄
霧
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─

１
０
５
、
夜
霧
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
０
６
、
雲
霧
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
０
７
、
煙
霧
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
０
８
、
早
霧
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─

１
０
９
、
白
霧
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
１
０
、
朝
靄
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
１
１
、
夕
靄
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
１
２
、
海
霧
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
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１
１
３
、
山
霧
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
１
４
、
露
霧
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
１
５
、
浜
霧
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
１
６
、
峰
霧
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─

１
１
７
、
沢
霧
」

　　
斑
雲
型
（
同
型
艦
１
４
／
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
１
８
〜
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
３
２
）

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
１
８
、
斑
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
１
９
、
西
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
２
０
、
北
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─

１
２
１
、
海
雲
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
２
２
、
谷
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
２
３
、
島
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
２
４
、
峰
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─

１
２
５
、
宵
雲
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
２
６
、
碧
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
２
７
、
風
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
２
８
、
水
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─

１
２
９
、
入
雲
」

「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
３
０
、
滝
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
３
１
、
巻
雲
」「
Ｄ
Ｄ
Ｇ
─
１
３
２
、
冬
雲
」

　　
汎
用
駆
逐
艦
〔
Ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ｒ
ｏ
ｙ
ｅ
ｒ
／
Ｄ
Ｄ
〕：
雪
、
露
、
霜
、
風
、
波
、
潮
、
瀬
〈
２
８
１
隻
〉

　
初
雪
型
（
同
型
艦
１
９
／
Ｄ
Ｄ
─
２
０
５
２
〜
Ｄ
Ｄ
─
２
０
７
０
）

「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
５
２
、
初
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
５
３
、
吹
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
５
４
、
峰
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

０
５
５
、
深
雪
」
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「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
５
６
、
淡
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
５
７
、
白
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
５
８
、
細
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

０
５
９
、
浜
雪
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
６
０
、
島
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
６
１
、
粉
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
６
２
、
霜
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

０
６
３
、
氷
雪
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
６
４
、
玉
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
６
５
、
粒
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
６
６
、
水
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

０
６
７
、
餅
雪
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
６
８
、
綿
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
６
９
、
薄
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
７
０
、
銀
雪
」

　　
霧
雪
型
（
同
型
艦
２
２
／
Ｄ
Ｄ
─
２
０
７
１
〜
Ｄ
Ｄ
─
２
０
９
０
）

「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
７
１
、
霧
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
７
２
、
回
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
７
３
、
冠
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

０
７
４
、
締
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
７
５
、
垂
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
７
６
、
新
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
７
７
、
晴

雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
７
８
、
瑞
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
７
９
、
衾
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
８
０
、
根
雪
」「
Ｄ
Ｄ

─
２
０
８
１
、
暮
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
８
２
、
斑
雪
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
８
３
、
忘
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
８
４
、
宿
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
８
５
、
湿
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

０
８
６
、
驟
雪
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
８
７
、
灰
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
８
６
、
凍
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
８
７
、
朝
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

０
８
８
、
舞
雪
」
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「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
８
９
、
小
米
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
９
０
、
名
残
雪
」

　　
霜
露
型
（
同
型
艦
１
３
／
Ｄ
Ｄ
─
２
０
９
１
〜
Ｄ
Ｄ
─
２
１
０
３
）

「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
９
１
、
霜
露
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
９
２
、
白
露
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
９
３
、
甘
露
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

０
９
４
、
朝
露
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
９
５
、
夜
露
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
９
６
、
雨
露
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
９
７
、
下
露
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

０
９
８
、
玉
露
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
０
９
９
、
草
露
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
０
０
、
暁
露
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
０
１
、
結
露
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

１
０
２
、
零
露
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
０
３
、
宵
露
」

　　
初
霜
型
（
同
型
艦
１
０
／
Ｄ
Ｄ
─
２
１
０
４
〜
Ｄ
Ｄ
─
２
１
１
３
）

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
０
４
、
初
霜
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
０
５
、
朝
霜
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
０
６
、
晩
霜
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

１
０
７
、
降
霜
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
０
８
、
霜
柱
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
０
９
、
清
霜
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
１
０
、
深
霜
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

１
１
１
、
早
霜
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
１
２
、
露
霜
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
１
３
、
水
霜
」
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雪
霜
型
（
同
型
艦
８
／
Ｄ
Ｄ
─
２
１
１
４
〜
Ｄ
Ｄ
─
２
１
２
３
）

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
１
４
、
雪
霜
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
１
５
、
春
霜
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
１
６
、
宵
霜
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

１
１
７
、
冬
霜
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
１
８
、
薄
霜
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
１
９
、
秋
霜
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
２
０
、
樹
霜
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

１
２
１
、
星
霜
」

　　
初
風
型
（
同
型
艦
３
７
／
Ｄ
Ｄ
─
２
１
２
２
〜
Ｄ
Ｄ
─
２
１
５
８
）

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
２
２
、
初
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
２
３
、
疾
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
２
４
、
微
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

１
２
５
、
東
風
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
２
６
、
西
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
２
７
、
南
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
２
８
、
北
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

艮
風
な
ら
い

１
２
９
、

」

巽
風
い
な
さ

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
３
０
、

」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
３
１
、
野
分
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
３
２
、
清
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

１
３
３
、
涼
風
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
３
４
、
瑞
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
３
５
、
春
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
３
６
、
夏
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

１
３
７
、
秋
風
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
３
８
、
冬
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
３
９
、
雨
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
４
０
、
旋
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
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１
４
１
、
沿
風
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
４
２
、
颶
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
４
３
、
時
津
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
４
４
、
秋
津
風
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
４
５
、
追
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
４
６
、
和
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
４
７
、
天
津
風
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
４
８
、
烈
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
４
９
、
冷
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
５
０
、
緑
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

１
５
１
、
朔
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
５
２
、
順
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
５
３
、
逆
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
５
４
、
江

風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
５
５
、
突
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
５
６
、
霧
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
５
７
、
太
刀
風
」「
Ｄ

Ｄ
─
２
１
５
８
、
巻
風
」

　　
神
風
型
（
同
型
艦
２
４
／
Ｄ
Ｄ
─
２
１
５
９
〜
Ｄ
Ｄ
─
２
１
８
２
）

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
５
９
、
神
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
６
０
、
山
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
６
１
、
峯
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

１
６
２
、
海
風
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
６
３
、
浜
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
６
４
、
浦
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
６
５
、
沖
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

１
６
６
、
渦
風
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
６
７
、
澤
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
６
８
、
早
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
６
９
、
弓
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

１
７
０
、
矢
風
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
７
１
、
陣
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
７
２
、
朝
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
７
３
、
夕
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

１
７
４
、
岸
風
」
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「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
７
５
、
磯
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
７
６
、
沼
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
７
７
、
波
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

１
７
８
、
羽
風
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
７
９
、
灘
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
８
０
、
晴
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
８
１
、
日
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

１
８
２
、
潮
風
」

　　
磯
雪
型
（
同
型
艦
１
１
／
Ｄ
Ｄ
─
２
１
８
３
〜
Ｄ
Ｄ
─
２
１
９
３
）

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
８
３
、
磯
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
８
４
、
瀬
戸
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
８
５
、
霙
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─

２
１
８
６
、
霰
雪
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
８
７
、
残
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
８
８
、
砂
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
８
９
、
流
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

１
９
０
、
葉
雪
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
９
１
、
叢
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
９
２
、
岩
雪
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
９
３
、
古
雪
」

　　
雪
風
型
（
同
型
艦
１
９
／
Ｄ
Ｄ
─
２
１
９
４
〜
Ｄ
Ｄ
─
２
２
１
２
）

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
９
４
、
雪
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
９
５
、
爽
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
９
６
、
荒
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

１
９
７
、
舞
風
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
９
８
、
蒼
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
１
９
９
、
草
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
０
０
、
散
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

２
０
１
、
旗
風
」
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「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
０
２
、
帆
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
０
３
、
吹
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
０
４
、
谷
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

２
０
５
、
薫
風
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
０
６
、
若
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
０
７
、
澄
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
０
８
、
白
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

２
０
９
、
逆
風
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
１
０
、
嵐
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
１
１
、
竜
巻
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
１
２
、
萩
風
」

　　
夜
風
型
（
同
型
艦
２
３
／
Ｄ
Ｄ
─
２
２
１
３
〜
Ｄ
Ｄ
─
２
２
３
５
）

「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
１
３
、
夜
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
１
４
、
花
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
１
５
、
枝
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

２
１
６
、
松
風
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
１
７
、
藤
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
１
８
、
根
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
１
９
、
打
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

２
２
０
、
白
風
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
２
１
、
魔
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
２
２
、
島
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
２
３
、
森
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

２
２
４
、
宵
風
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
２
５
、
押
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
２
６
、
露
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
２
７
、
葉
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

２
２
８
、
陸
風
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
２
９
、
雄
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
３
０
、
野
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
３
１
、
辻
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

２
３
２
、
乾
風
」
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「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
３
３
、
光
風
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
３
４
、
山
背
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
２
３
５
、
恵
風
」

　　
初
波
型
（
同
型
艦
１
２
／
Ｄ
Ｄ
─
２
５
２
３
〜
２
５
３
４
）

「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
２
３
、
初
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
２
４
、
巻
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
２
５
、
花
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

５
２
６
、
松
波
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
２
７
、
藤
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
２
８
、
潮
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
２
９
、
霧
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

５
３
０
、
荒
波
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
３
１
、
逆
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
３
２
、
白
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
３
３
、
年
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

５
３
４
、
余
波
」

　　
高
波
型
（
同
型
艦
１
５
／
Ｄ
Ｄ
─
２
５
３
５
〜
Ｄ
Ｄ
─
２
５
４
９
）

「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
３
５
、
高
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
３
６
、
漣
」「
Ｄ
３
─
２
５
３
７
、
津
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５

３
８
、
波
路
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
３
９
、
島
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
４
０
、
雪
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
４
１
、
沖
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

５
４
２
、
浦
波
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
４
３
、
浜
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
４
４
、
大
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
４
５
、
岸
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

５
４
６
、
瀬
戸
波
」
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「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
４
７
、
立
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
４
８
、
凉
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
４
９
、
荒
波
」

　　
綾
波
型
（
同
型
艦
１
１
／
Ｄ
Ｄ
─
２
５
５
０
〜
Ｄ
Ｄ
─
２
５
６
０
）

「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
５
０
、
綾
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
５
１
、
早
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
５
２
、
玉
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

５
５
３
、
泡
波
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
５
４
、
岩
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
５
５
、
敷
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
５
６
、
清
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

５
５
７
、
水
波
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
５
８
、
伊
予
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
５
９
、
時
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
６
０
、
縦
波
」

　　
渦
波
型
（
同
型
艦
１
３
／
Ｄ
Ｄ
─
２
５
６
１
〜
Ｄ
Ｄ
─
２
５
７
３
）

「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
６
１
、
渦
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
６
２
、
月
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
６
３
、
朝
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

５
６
４
、
露
波
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
６
５
、
打
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
６
６
、
門
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
６
７
、
引
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

５
６
８
、
夕
波
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
６
９
、
夜
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
７
０
、
宵
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
７
１
、
淵
波
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

５
７
２
、
磯
波
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
７
３
、
灘
波
」
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初
潮
型
（
同
型
艦
１
０
／
Ｄ
Ｄ
─
２
５
７
４
〜
Ｄ
Ｄ
─
２
５
８
３
）

「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
７
４
、
初
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
７
５
、
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
７
６
、
波
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５

７
７
、
打
潮
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
７
８
、
満
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
７
９
、
干
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
８
０
、
高
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

５
８
１
、
鳴
潮
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
８
２
、
沖
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
８
３
、
長
潮
」

　　
澄
潮
型
（
同
型
艦
１
１
／
Ｄ
Ｄ
─
２
５
８
４
〜
Ｄ
Ｄ
─
２
５
９
６
）

「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
８
４
、
澄
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
８
５
、
巻
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
８
９
、
渦
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

５
９
０
、
浜
潮
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
９
１
、
浦
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
９
１
、
灘
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
９
２
、
荒
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

５
９
３
、
立
潮
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
９
４
、
逆
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
９
５
、
出
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
９
６
、
入
潮
」

　　
磯
潮
型
（
同
型
艦
１
２
／
Ｄ
Ｄ
─
２
５
９
７
〜
Ｄ
Ｄ
─
２
６
０
８
）

「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
９
７
、
磯
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
９
８
、
黒
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
５
９
９
、
親
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
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６
０
０
、
春
潮
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
６
０
１
、
夏
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
６
０
２
、
秋
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
６
０
３
、
冬
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

６
０
４
、
立
潮
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
６
０
５
、
雨
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
６
０
６
、
真
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
６
０
７
、
凉
潮
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

６
０
８
、
早
潮
」

　　
初
瀬
型
（
同
型
艦
１
１
／
Ｄ
Ｄ
─
２
６
０
９
〜
Ｄ
Ｄ
─
２
６
１
８
）

「
Ｄ
Ｄ
─
２
６
０
９
、
初
瀬
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
６
１
０
、
立
瀬
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
６
１
１
、
早
瀬
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

６
１
２
、
打
瀬
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
６
１
３
、
引
瀬
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
６
１
４
、
浅
瀬
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
６
１
５
、
深
瀬
」「
Ｄ
Ｄ
─
２

６
１
６
、
河
瀬
」

「
Ｄ
Ｄ
─
２
６
１
７
、
長
瀬
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
６
１
７
、
波
瀬
」「
Ｄ
Ｄ
─
２
６
１
８
、
潮
瀬
」

　　
襲
撃
駆
逐
艦
〔
Ａ
ｓ
ｓ
ａ
ｕ
ｌ
ｔ
　
Ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ｒ
ｏ
ｙ
ｅ
ｒ
／
Ｄ
Ｄ
Ａ
〕：
日
、
月
、
嵐
、
虹
、
気
、

蜃
〈
１
７
６
隻
〉

　
初
日
型
（
同
型
艦
７
／
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
０
１
〜
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
０
７
）

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
０
１
、
初
日
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
０
２
、
子
日
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
０
３
、
暁
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
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０
４
、
曙
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
０
５
、
朝
日
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
０
６
、
朝
朗
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
０
７
、
黎
明
」

　　
天
日
型
（
同
型
艦
９
／
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
０
８
〜
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
１
６
）

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
０
８
、
天
日
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
０
９
、
烈
日
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
１
０
、
白
日
」「
Ｄ
Ｄ
─
０

１
１
、
旭
日
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
１
２
、
昶
日
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
１
３
、
照
日
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
１
４
、
日
輪
」「
Ｄ
Ｄ
─
０

１
５
、
日
和
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
１
６
、
天
道
」

　　
黄
昏
型
（
同
型
艦
５
／
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
１
７
〜
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
２
１
）

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
１
７
、
黄
昏
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
１
８
、
夕
日
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
１
９
、
入
日
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─

０
２
０
、
斜
陽
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
２
１
、
日
暮
」

　　
睦
月
型
（
同
型
艦
２
０
／
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
２
２
〜
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
４
１
）

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
２
２
、
睦
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
２
３
、
端
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
２
４
、
祝
月
」
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「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
２
５
、
初
空
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
２
６
、
如
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
２
７
、
令
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
２
８
、
梅
見
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
２
９
、
初
花
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
３
０
、
雪
消
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
３
１
、
弥
生
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
３
２
、
花
見
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
３
３
、
嘉
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ

─
０
３
４
、
宿
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
３
５
、
卯
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
３
６
、
卯
花
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
３
７
、

鳥
来
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
３
８
、
花
残
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
３
９
、
皐
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
４
０
、
午
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ

─
０
４
１
、
早
月
」

　　
早
苗
月
型
（
同
型
艦
２
０
／
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
４
２
〜
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
６
１
）

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
４
２
、
早
苗
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
４
３
、
水
無
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
４
４
、
葵
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
４
５
、
旦
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
４
６
、
鳴
神
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
４
７
、
文
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
４
８
、
七
夜
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
４
９
、
七
夕
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
５
０
、
相
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
５
１
、
婦
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
５
２
、
蘭
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
５
３
、
葉
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
５
４
、
桂
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
５
５
、
女
郎
花
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
５
６
、
壮
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
５
７
、
雁
来
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
５
８
、
長
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
５
９
、
寝
覚
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
６
０
、
夜
長
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
６
１
、
月
見
月
」
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菊
月
型
（
同
型
艦
１
８
／
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
６
２
〜
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
７
９
）

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
６
２
、
菊
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
６
３
、
神
無
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
６
４
、
紅
葉
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
６
５
、
良
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
６
６
、
陽
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
６
７
、
神
去
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
６
８
、
霜
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
６
９
、
雪
待
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
７
０
、
霜
降
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
７
１
、
神
楽
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
７
２
、
神
帰
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
７
３
、
師
走
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
７
４
、
雪
見
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
７
５
、
終
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
７
６
、
果
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
７
７
、
除
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
７
８
、
忙
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
７
９
、
臘
月
」

　　
初
嵐
型
（
同
型
艦
６
／
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
８
０
〜
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
８
５
）

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
８
０
、
初
嵐
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
８
１
、
春
嵐
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
８
２
、
夜
嵐
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─

０
８
３
、
青
嵐
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
８
４
、
花
嵐
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
８
５
、
立
嵐
」

　　
初
月
型
（
同
型
艦
１
９
／
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
８
６
〜
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
０
４
）

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
８
６
、
初
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
８
７
、
春
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
８
８
、
夏
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─

０
８
９
、
秋
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
９
０
、
冬
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
９
１
、
照
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
９
２
、
白
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
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０
９
３
、
黒
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
９
４
、
涼
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
９
５
、
真
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
９
６
、
弓
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─

０
９
７
、
海
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
９
８
、
陰
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
０
９
９
、
夜
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
０
０
、
宵
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─

１
０
１
、
舞
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
０
２
、
天
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
０
３
、
清
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
０
４
、
朧
月
」

　　
新
月
型
（
同
型
艦
２
５
／
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
０
５
〜
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
２
４
）

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
０
５
、
新
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
０
６
、
朔
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
０
７
、
繊
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─

１
０
８
、
三
日
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
０
９
、
若
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
１
０
、
眉
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
１
１
、
虚
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─

１
１
２
、
彎
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
１
３
、
偃
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
１
４
、
鈎
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
１
５
、
半
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─

１
１
６
、
破
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
１
７
、
弦
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
１
８
、
恒
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
１
９
、
満
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─

１
２
０
、
円
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
２
１
、
望
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
２
２
、
盈
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
２
３
、
虧
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
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１
２
４
、
老
月
」

　　
暁
月
型
（
同
型
艦
２
５
／
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
２
５
〜
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
４
９
）

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
２
５
、
暁
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
２
６
、
残
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
２
７
、
夕
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─

１
２
８
、
斜
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
２
９
、
月
輪
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
３
０
、
佳
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
３
１
、
素
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─

１
３
２
、
無
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
３
３
、
雨
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
３
４
、
淡
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
３
５
、
烟
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─

１
３
６
、
薄
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
３
７
、
明
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
３
８
、
霞
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
３
９
、
皓
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─

１
４
０
、
寒
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
４
１
、
孤
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
４
２
、
青
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
４
３
、
古
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─

１
４
４
、
高
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
４
５
、
結
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
４
６
、
雪
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
４
７
、
瑞
月
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─

１
４
８
、
峰
月
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
４
９
、
花
月
」
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凪
型
（
同
型
艦
２
３
／
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
５
０
〜
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
７
４
）

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
５
０
、
凪
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
５
１
、
霞
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
５
２
、
朧
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
５
３
、

霰
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
５
４
、
霙
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
５
５
、
雹
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
５
６
、
蜃
気
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
５

８
、
陽
炎
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
５
９
、
不
知
火
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
６
０
、
食
尽
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
６
１
、
日
和
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ

─
１
６
２
、
震
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
６
３
、
響
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
６
４
、
谺
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
６
５
、
気
嵐
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
６

７
、
陰
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
６
８
、
旱
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
６
９
、
虹
霓
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
７
０
、
氷
柱
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１

７
１
、
雪
崩
」

「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
７
２
、
曇
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
７
３
、
時
化
」「
Ｄ
Ｄ
Ａ
─
１
７
４
、
潮
騒
」

　
全
長
：
１
０
５
ｍ
　
全
幅
：
１
６
ｍ
　
喫
水
：
８
ｍ
　
全
高
：
１
５
ｍ
　
最
高
速
度
：
２
．
１
３
ｋ

ｍ
／
ｍ
ｉ
ｎ

　
主
兵
装
：
口
径
２
３
０
．
６
ｍ
ｍ
連
装
砲
２
基
４
門
（
直
径
２
３
０
．
６
ｍ
ｍ
×
全
長
５
２
２
ｍ
ｍ

砲
弾
）

　
　
　
　
誘
導
弾
発
射
筒
１
２
×
２
０
セ
ル
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口
径
２
３
９
．
５
７
ｍ
ｍ
単
装
電
磁
投
射
砲
〝
轟
雷
?
（
直
径
２
３
９
．
５
７
ｍ
ｍ
×
全
長

６
６
１
．
４
８
ｍ
ｍ
砲
弾
）

　
副
兵
装
：
口
径
１
１
８
ｍ
ｍ
単
装
速
射
砲
４
門
（
直
径
１
１
８
ｍ
ｍ
×
全
長
３
８
８
ｍ
ｍ
砲
弾
）

　
　
　
　
１
４
式
対
空
迎
撃
機
関
銃
６
門
（
直
径
５
３
ｍ
ｍ
×
全
長
６
２
ｍ
ｍ
銃
弾
）

　
最
大
乗
員
：
戦
闘
要
員
２
５
８
人
、
操
艦
要
員
１
３
７
人
、
計
３
９
５
人

　　　
潜
水
母
艦
〔
Ｓ
ｕ
ｂ
ｍ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
／
Ｓ
Ｂ
Ｔ
〕：
鯨
、〈
〉

　
大
鯨
型
（
同
型
艦
８
／
Ｓ
Ｂ
Ｔ
─
２
１
〜
Ｓ
Ｂ
Ｔ
─
２
８
）

「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
─
２
１
、
大
鯨
」「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
─
２
２
、
黒
鯨
」「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
─
２
３
、
青
鯨
」「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
─
２
４
、
白

鯨
」

「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
─
２
５
、
深
鯨
」「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
─
２
６
、
海
鯨
」「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
─
２
７
、
迅
鯨
」「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
─
２
８
、
王

鯨
」

　　
洋
鯨
型
（
同
型
艦
８
／
Ｓ
Ｂ
Ｔ
─
２
９
〜
Ｓ
Ｂ
Ｔ
─
３
６
）

「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
─
２
９
、
洋
鯨
」「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
─
３
０
、
馨
鯨
」「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
─
３
１
、
叢
鯨
」「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
─
３
２
、
雷

鯨
」
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「
」「
」「
」「
」

　　
潜
水
艦
〔
Ｓ
ｕ
ｂ
ｍ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ｅ
／
Ｓ
Ｓ
〕：
通
し
番
号
（
）

　
汎
用
潜
水
艦
〔
Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ａ
ｌ
─
Ｐ
ｕ
ｒ
ｐ
ｏ
ｓ
ｅ
　
Ｓ
ｕ
ｂ
ｍ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ｅ
／
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｓ
〕

　
泳
竜
（
同
型
艦
１
２
／
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｓ
─
１
〜
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｓ
─
１
２
）

　
泳
竜
壱
〜
泳
竜
壱
拾
弐
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Ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ

第
零
話
前
　
転
移
前
夜

　

仮

想

現

実

Ｖ
ｉ
ｒ
ｔ
ｕ
ａ
ｌ
　
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ

　
時
は
西
暦
２
０
５
７
年
。

の
世
界
に
感
覚
・
精
神
・
意
識
を
完
全
没
入
さ
せ
る
技

術
、
通
称
フ
ル
ダ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
て
か
ら
２
０
年
以
上
が
経
過
し
た
頃
。

　
２
４
年
８
ヶ
月
、
お
よ
そ
四
半
世
紀
と
い
う
長
い
年
月
の
中
で
、
全
世
界
で
発
売
・
配
信
さ
れ
た
Ｖ

Ｒ
ゲ
ー
ム
作
品
は
累
計
６
１
０
０
タ
イ
ト
ル
以
上
。

　
そ
の
中
で
も
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
、
Ｆ
Ｐ
Ｓ
、
オ
ー
プ
ン
ワ
ー
ル
ド
、
ウ
ォ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ア

ダ
ル
ト
ゲ
ー
ム
の
五
つ
の
分
野
が
絶
大
な
人
気
を
誇
っ
て
お
り
、
実
際
に
全
て
の
ゲ
ー
ム
タ
イ
ト
ル
の

お
よ
そ
５
０
％
。
実
に
３
０
０
０
以
上
の
タ
イ
ト
ル
が
上
記
五
つ
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
。

　
四
半
世
紀
も
の
間
世
界
を
熱
狂
さ
せ
た
Ｖ
Ｒ
ゲ
ー
ム
の
人
気
は
も
は
や
衰
え
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
む

し
ろ
年
月
を
重
ね
る
ご
と
に
過
熱
す
る
一
方
で
、
需
要
に
対
し
て
供
給
が
追
い
付
か
な
い
こ
と
す
ら
当

た
り
前
だ
っ
た
。

　
し
か
し
そ
の
長
い
発
展
の
歴
史
の
中
で
も
、
人
気
の
低
下
な
ど
を
理
由
に
姿
を
消
し
た
作
品
や
、
名

前
を
知
る
者
が
少
な
い
マ
イ
ナ
ー
作
品
に
分
類
さ
れ
る
も
の
も
存
在
す
る
。
当
然
こ
れ
ら
の
ゲ
ー
ム

が
脚
光
を
浴
び
る
機
会
は
非
常
に
少
な
い
。

51  第零話前　転移前夜



　
だ
が
、
知
名
度
が
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
等
し
い
作
品
を
愛
好
し
、
周
囲
に
紹
介
す
る
者
も
い
る
。
そ
の

結
果
と
し
て
知
名
度
が
上
昇
し
て
リ
メ
イ
ク
さ
れ
た
り
、
マ
イ
ナ
ー
作
品
か
ら
脱
却
し
て
メ
ジ
ャ
ー
作

品
の
仲
間
入
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
し
か
し
悲
し
い
か
な
、
こ
の
逆
の
現
象
も
必
ず
起
こ
る
。
人
気
タ
イ
ト
ル
で
あ
っ
て
も
運
営
会
社
の

倒
産
や
、
方
針
の
転
換
な
ど
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
が
終
了
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　　
そ
し
て
同
年
５
月
１
６
日
。
以
上
の
例
に
漏
れ
ず
数
あ
る
複
合
型
オ
ー
プ
ン
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
の

中
で
も
登
録
ユ
ー
ザ
ー
５
０
０
０
万
人
以
上
、
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
実
況
動
画
投
稿
数
３
億

本
以
上
を
誇
る
大
人
気
ウ
ォ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
あ
る
〈
Ａ
ｎ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ

ｄ
　
Ｗ
ａ
ｒ
ｓ
〉
が
、
運
営
会
社
の
意
向
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
終
了
に
伴
い
１
８
年
の
歴
史
に
幕
を
降
ろ

す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
長
い
間
自
ら
が
生
き
て
い
る
世
界
、〈
Ａ
Ｗ
Ｗ
〉
が
終
わ
る
当
日
の
夜
に
は
多
く
の
ユ
ー

ザ
ー
が
サ
ー
バ
ー
に
集
ま
り
、
こ
ち
ら
で
し
か
会
え
な
い
友
人
や
長
年
競
い
合
っ
た
ラ
イ
バ
ル
た
ち
と

共
に
、
あ
る
い
は
一
人
で
静
か
に
と
皆
思
い
思
い
に
最
後
の
夜
を
過
ご
し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
ゲ
ー
ム
内
で
も
超
大
国
の
称
号
を
持
つ
十
ヶ
国
の
代
表
た
ち
が
、
一
つ
の
国
に
集
ま
っ

て
い
た
。
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　　﹇﹇
西
暦
２
０
５
７
年
５
月
１
６
日
　
２
０
時
０
５
分
﹈﹈

大
御
和
皇
国

お
お
み
わ
の
す
め
ら
み
く
に

八
之
神
大
京

や
の
か
み
の
お
お
み
や
こ

縁
祥

え
ん
し
ょ
う

大
皇
宮
殿

お
お
か
み
の
み
や
ど
の

　《

　

　
中
央
第
壹
地
区

　

》

　
君
主
の
宮
の
入
り
口
に
五
十
数
人
の
男
女
が
集
ま
っ
て
い
る
。
彼
ら
こ
そ
超
大
国
の
代
表
た
る
プ

レ
イ
ヤ
ー
と
そ
の
友
人
・
家
族
で
あ
る
。

こ
こ
Ａ
Ｗ
Ｗ

「

で
集
ま
る
の
は
久
し
ぶ
り
だ
ね
。
待
っ
て
い
た
よ
み
ん
な
。
そ
れ
か
ら
、
こ
ど
も
た
ち
も
」

束
帯
そ
く
た
い

　
薄
い
黄
色
を
基
調
と
し
た

に
身
を
包
み
、
穏
や
か
な
笑
顔
で
一
行
を
迎
え
る
青
年
。
名
を

神
ノ
世

か

ん

の

よ

真
言
ま
こ
と

大

皇

お
お
す
め
ら
ぎ

【

】。
日
本
サ
ー
バ
ー
・
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
共
に
第
一
位
の
超
大
国
、
大
御
和
皇
国
の

で
あ
る
。み

ん
な

家

族

先
輩
オ
ヤ
ジ

「
今
夜
は

で
厄
介
に
な
る
ぜ
、

」

　
真
っ
黒
な
ス
ー
ツ
と
白
の
ネ
ク
タ
イ
、
そ
し
て
白
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
身
を
包
む
骨
太
の
男
。
名
は

コ
ン
ラ
ー
ト

Ｋ
ｏ
ｅ
ｎ
ｒ
ａ
ａ
ｔ

ペ
イ
ル

Ｐ

ｉ

ｊ

ｌ

【

・

】。

大

統

領

Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ

　
北
欧
サ
ー
バ
ー
第
二
位
、
世
界
ラ
ン
ク
第
九
位
の
超
大
国
、《
エ
ン
ク
ラ
イ
ド
共
和
国
》

。

真
言
ま
こ
と

「
お
久
し
ゅ
う
ご
ざ
ん
す
、

殿
。
ま
た
お
世
話
に
な
り
ま
す
」

刺
繍
し
し
ゅ
う

塩
川
し
お
か
わ

彩あ
や

　
紫
色
の
地
に
花
や
川
の

が
施
さ
れ
た
和
服
に
身
を
包
み
、
京
言
葉
で
話
す
女
性
、【

】。

女
皇
に
ょ
こ
う

　
日
本
サ
ー
バ
ー
第
三
位
、
世
界
ラ
ン
ク
第
八
位
の
超
大
国
、《
扶
桑
皇
国
》

。

謝
謝
あ
り
が
と

言
先
生

真

言

さ

ん

「《
…
…
…
…

…
…
…
…

…
…
…
…
》」
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冕
服
べ
ん
ふ
く

纏ま
と

冕
冠
べ
ん
か
ん

玉??

　
龍
の
模
様
が
描
か
れ
た
黄
色
の

を
身
に

い
、
濃
い
黒
色
の

を
被
っ
た
寡
黙
な
少
年
、【

雷
統
??????

ˇ

】。

皇
帝
???????

　
中
国
サ
ー
バ
ー
第
一
位
、
世
界
ラ
ン
ク
第
五
位
の
超
大
国
、《
海
盤
》

。

「
お
な
か
す
い
た
ー
!
早
く
み
ん
な
で
御
飯
食
べ
た
ー
い
!
」

　
紫
・
濃
紺
・
青
の
蛍
光
ラ
イ
ン
が
描
か
れ
た
漆
黒
の
ボ
デ
ィ
ス
ー
ツ
を
肌
着
代
わ
り
に
、
真
っ
黒
な

フ
ー
ド
つ
き
ロ
ン
グ
コ
ー
ト
と
黒
い
服
、
そ
し
て
黒
の
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ
と
黒
尽
く
し
の
服
を
身
に
つ
け

天
真
爛
漫

て
ん
し
ん
ら
ん
ま
ん

た
、
い
か
に
も

と
い
う
言
葉
を
そ
の
ま
ま
絵
に
描
い
た
よ
う
な
態
度
の
幼
い
少
年
は
、

エ
ヴ
ゲ
ニ
ー
・
ク
ル
ニ
コ
ヴ

Е
в
г
е
н
и
й
　
К
у
р
н
и
к
о
в

【

】。

帝
王
Ц
а
р
ь

　
西
ロ
シ
ア
サ
ー
バ
ー
第
二
位
、
世
界
ラ
ン
ク
第
七
位
の
超
大
国
、《
ク
ド
ラ
ク
帝
国
》

。

「
エ
ヴ
ゲ
ニ
ー
待
っ
て
よ
ー
!
」

　
そ
し
て
エ
ヴ
ゲ
ニ
ー
の
後
ろ
を
追
い
か
け
る
少
女
は
、
エ
ヴ
ゲ
ニ
ー
の
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
で
あ
り
、

大

統

領

П
р
е
д
с
е
д
а
т
е
л
ь

西
ロ
シ
ア
サ
ー
バ
ー
第
一
位
、
世
界
ラ
ン
ク
第
六
位
の
超
大
国
《
ド
レ
ヴ
ォ
ボ
グ
連
邦
》

エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
・
ク
ル
ニ
コ
ヴ
ァ

Е

к

а

т

е

р

и

н

а
　
К

у

р

н

и

к

о

в

а

【
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
】
こ
と
【

】。

様よ
う

「
久
し
ぶ
り
だ
な
真
言
。
達
者
な

で
何
よ
り
だ
」

　
コ
ン
ラ
ー
ト
と
は
対
象
的
に
純
白
の
ス
ー
ツ
と
ネ
ク
タ
イ
で
着
飾
っ
た
、
銀
髪
と
グ
レ
ー
の
瞳
を
持

高
千
穂

た

か

ち

ほ

隼
人
は
や
と

つ
長
身
で
細
身
の
男
、【

】。

　
日
本
サ
ー
バ
ー
第
四
位
、
世
界
ラ
ン
ク
第
十
位
の
超
大
国
、《
熊
襲
連
合
国
》
首
相
。
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「
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
、
真
言
さ
ん
」

擽
く
す
ぐ

　
ナ
チ
ス
親
衛
隊
の
制
服
を
真
っ
白
に
し
た
か
の
よ
う
な
、
中
二
病
罹
患
者
の
心
を

る
衣
装
を
身
に

ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト

Ｈ
ｉ
ｌ
ｄ
ｅ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ

ヴ
ァ
ッ
テ
ン
バ
ッ
ハ

Ｗ

ａ

ｔ

ｔ

ｅ

ｎ

ｂ

ａ

ｃ

ｈ

纏
う
金
髪
碧
眼
の
青
年
、【

・

】。

大

帝

Ｋ
ａ
ｉ
ｓ
ｅ
ｒ

　
北
欧
サ
ー
バ
ー
第
一
位
、
世
界
ラ
ン
ク
第
二
位
の
超
大
国
、《
神
聖
グ
ロ
ウ
デ
ニ
ア
帝
国
》

。

師
匠
お
じ
さ
ん

「
夜
分
遅
く
失
礼
し
ま
す
、

」

マ
イ
舞

リ
ー
ゼ
ル

Ｒ
ｉ
ｅ
ｓ
ｅ
ｌ

　
着
崩
し
た
迷
彩
服
か
ら
除
く
真
っ
黒
な
肌
が
特
徴
的
な
メ
ラ
ニ
ズ
ム
の
少
女
、【

・

・

ヘ
ッ
ダ

Ｈ
ｅ
ｄ
ｄ
ａ

ナ
ツ
メ

夏

目

・

】。

総

統

Ｆ
ü
ｈ
ｒ
ｅ
ｒ

　
日
本
サ
ー
バ
ー
第
二
位
、
世
界
ラ
ン
ク
第
四
位
の
超
大
国
、《
軍
事
国
家
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
》

。

相
棒
親

友

「
や
あ
!
さ
っ
き
ぶ
り
だ
な

!
」

　
黒
縁
と
赤
の
ベ
レ
ー
帽
と
金
ボ
タ
ン
が
煌
め
く
深
緑
色
の
軍
服
。
そ
の
上
か
ら
ブ
ラ
ウ
ン
の
ロ
ン

ケ
ネ
ス

Ｋ
ｅ
ｎ
ｎ
ｅ
ｔ
ｈ

ハ
ン
フ
リ
ー

Ｈ
ｕ
ｍ
ｆ
ｒ
ｅ
ｙ

グ
コ
ー
ト
を
着
こ
む
大
柄
な
黒
人
の
男
、【

・

】。

大

統

領

Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ

　
ア
メ
リ
カ
サ
ー
バ
ー
第
一
位
、世
界
ラ
ン
ク
第
三
位
の
超
大
国
、《
ウ
ェ
ド
ニ
ー
ス
連
邦
》

。

　
こ
こ
に
、
自
国
を
超
大
国
へ
と
導
い
た
十
人
の
覇
者
が
、
最
後
の
瞬
間
を
共
に
す
る
た
め
集
結
し
た
。

　　﹇﹇
同
年
同
日
　
２
３
時
５
５
分
﹈﹈

星
辰
門

せ
い
し
ん
も
ん

扇
町
通

お
う
ぎ
ま
ち
ど
お
り

　《
中
央
第
壹
地
区

　

》

世
界
ゲ
ー
ム

「
後
五
分
で
こ
の

が
消
え
る
ん
だ
よ
な
…
…
」
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ネ
オ
ン
と
街
灯
に
照
ら
さ
れ
、
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
行
き
交
う
深
夜
の
街
を
歩
き
、
仮
想
の
夜
空
に
浮

ア
ル
テ
ュ
ー
ル

Ａ

ｒ

ｔ

ｈ

ｕ

ｒ

ル
セ
ル

Ｒ
ｏ
ｕ
ｓ
ｓ
ｅ
ｌ

か
ぶ
巨
大
な
満
月
を
眺
め
な
が
ら
、
深
紅
の
衣
装
を
纏
う
青
年
【

・

】
が
呟
く
。

「
あ
あ
。
短
い
間
だ
が
、
最
後
に
い
い
思
い
出
が
で
き
た
よ
」

ギ
ュ
ン
タ
ー

Ｇ
ü

ｎ

ｔ

ｅ

ｒ

　
ア
ル
テ
ュ
ー
ル
の
言
葉
に
答
え
る
の
は
、
焦
げ
茶
色
を
基
調
と
し
た
軍
服
姿
の
男
【

・

ベ
ン
ゲ
ン

Ｂ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ

】。

　
二
人
は
Ａ
Ｗ
Ｗ
中
で
も
珍
し
い
、
国
家
を
作
る
こ
と
を
せ
ず
自
ら
の
足
で
世
界
を
旅
し
、
各
地
で
傭

兵
や
行
商
人
と
し
て
活
動
す
る
流
浪
者
と
呼
ば
れ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
。

　
当
然
な
が
ら
旅
を
す
る
と
い
う
目
的
の
も
と
、
戦
争
当
事
国
や
紛
争
地
帯
な
ど
に
危
険
を
承
知
で
足

を
運
ぶ
こ
と
も
多
々
あ
り
、
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
存
在
だ
が
、
彼
ら
流
浪
者
の
活
動

が
時
に
思
い
も
よ
ら
ぬ
経
済
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
も
あ
る
た
め
、
初
心
者
プ
レ
イ
ヤ
ー
か
ら
は
と
て

も
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
ア
ル
テ
ュ
ー
ル
と
ギ
ュ
ン
タ
ー
の
二
人
は
、
Ａ
Ｗ
Ｗ
に
お
い
て
数
少
な
い
流
浪
者
の
実
況

者
で
あ
り
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
者
数
６
０
０
万
人
以
上
の
人
気
実
況
配
信
者
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
な
ぜ
二
人
が
こ
の
よ
う
な
場
所
に
い
る
の
か
。

　
実
は
二
人
は
昨
日
動
画
投
稿
者
と
し
て
の
活
動
を
完
全
に
終
了
し
、
本
業
で
あ
る
会
社
員
と
し
て
生

活
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
祝
い
を
兼
ね
て
御
和
に
訪
れ
て
い
る
の
だ
。

惚ほ
う

「
ギ
ュ
ン
タ
ー
、
記
念
に
歌
を
詠
ん
で
お
こ
う
ぜ
。

け
て
た
ら
最
後
の
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
」
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下し
も

「
そ
う
だ
な
。

の
句
は
頼
む
」

　
深
呼
吸
。
ま
ず
心
を
落
ち
着
け
て
言
葉
を
整
理
す
る
。
そ
し
て
、
頭
に
浮
か
ん
だ
言
葉
を
声
に
出

す
。

　

望
月
も
ち
づ
き

　
─
─
願
わ
く
は
　
天
に
満
ち
た
る
　

の
─
─

　

咲え

　
─
─
瞬
き
の
間
の

み
を
忘
れ
じ
─
─

　　﹇﹇
同
年
同
日
　
２
３
時
５
８
分
﹈﹈

　《
中
央
第
壹
地
区
縁
祥
　
大
皇
宮
殿
》

各
々
お
の
お
の

　
会
食
が
終
わ
っ
た
後
、
各
国
の
代
表
ら
は

が
自
由
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
。

戯
た
わ
む

　
例
え
ば
彩
は
庭
園
に
咲
き
誇
る
花
々
を
眺
め
な
が
ら
羽
虫
た
ち
と

れ
、
エ
ヴ
ゲ
ニ
ー
や
カ
チ
ュ
ー

シ
ャ
、
そ
し
て
首
脳
各
自
が
連
れ
て
来
た
子
供
た
ち
は
皇
居
を
ま
る
ご
と
使
っ
て
鬼
ご
っ
こ
や
ら
か
く

れ
ん
ぼ
や
ら
を
し
て
遊
び
、
隼
人
と
コ
ン
ラ
ー
ト
は
チ
ェ
ス
を
し
て
い
る
。

玉ユ
ウ

　
そ
し
て
、

と
マ
イ
は
と
い
う
と
。

嘿ね
ぇ

舞
先
生

マ

イ

さ

ん

「《

，

…
…
…
…
》」

玉ユ
ウ

　

が
マ
イ
に
話
し
か
け
る
。
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自
從
我
直
接
與

あ

な

た

と

直

接

您
交
談
以
來
已
經
有
一
段
時
間
了

お

話

を

す

る

の

は

久

し

ぶ

り

ね

怎
麼
了
?

ど
う
か
し
た
の
?

「《

。

》」

玉ユ
ウ

　

の
言
葉
に
対
し
、
マ
イ
は
流
麗
な
中
国
語
で
返
す
。

舞ウ
ー

言
イ
ェ
ン

「
…
…

さ
ン
は

さ
ん
ノ
こ
ト
…
…
ど
ウ
思
っ
テ
る
?
…
…
」

玉ユ
ウ

　

は
片
言
な
日
本
語
で
マ
イ
に
質
問
す
る
。
対
し
て
、
マ
イ
は
ゆ
っ
く
り
と
目
を
閉
じ
、
少
し
間
を

お
い
て
か
ら
答
え
た
。

師
匠
お
じ
さ
ん

「
そ
う
ね
え
…
…
強
い
て
言
う
な
ら
、

は
私
に
と
っ
て
神
様
み
た
い
な
人
か
し
ら
ね
」

玉ユ
ウ

玉ユ
ウ

　
マ
イ
の
言
葉
の
意
味
は

に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、

は
と
り
あ
え
ず
言
葉
を
返
し
て
お
く
。

舞ウ
ー

言
イ
ェ
ン

「
よ
ク
わ
カ
ラ
な
い
け
ド
…
…
…
…

さ
ん
ガ

さ
ん
の
コ
と
を
神
様
だ
っ
テ
思
う
の
な
ら
き
っ
と
ソ

ウ
な
ん
だ
ね
」

　　
一
方
の
真
言
は
、
執
務
室
で
ぼ
ん
や
り
と
月
を
眺
め
な
が
ら
、
１
８
年
間
の
記
憶
を
思
い
出
し
て
い

る
。
ゲ
ー
ム
の
世
界
で
も
い
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
挫
折
し
そ
う
に
な
っ
た
経
験
は
数
知
れ
ず
。

導道
引

初
め
の
頃
は
幾
度
と
な
く
亡
国
の
危
機
を
迎
え
、
そ
れ
で
も
尚
と
し
て
諦
め
ず
に
国
を

き
続
け
、
大

皇
と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
て
来
た
。

　
そ
し
て
、
今
夜
自
分
の
役
割
が
終
わ
る
。
一
国
の
君
主
と
い
う
大
役
を
任
さ
れ
、
そ
の
役
割
の
元
国

を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
大
事
業
を
多
く
の
人
々
の
協
力
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
た
。

　
こ
れ
で
も
う
こ
の
世
界
に
未
練
は
な
い
。
も
う
少
し
で
、
後
十
数
秒
で
全
て
が
終
わ
る
。
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─
─
─
─
─
─
─
─
は
ず
だ
っ
た
。
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第
零
話
中
　
転
移
↓
初
接
触

　　﹇﹇
西
暦
２
０
５
７
年
　
５
月
１
７
日
　
０
０
時
０
０
分
﹈﹈

　
突
如
と
し
て
各
超
大
国
の
領
土
全
域
を
震
度
５
の
地
震
が
襲
っ
た
。
小
規
模
で
は
あ
る
も
の
の
、
一

地
点
に
限
定
し
て
と
い
う
な
ら
ば
ま
だ
し
も
陸
地
全
て
と
い
う
広
範
囲
で
地
震
が
発
生
す
る
と
な
れ

ば
、
さ
す
が
に
耐
震
性
建
築
物
の
少
な
い
地
域
の
被
害
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

常
日
頃

つ
ね
ひ
ご
ろ

　
当
然
な
が
ら

よ
り
地
震
が
発
生
す
る
よ
う
な
場
所
で
は
な
い
地
域
に
住
む
人
々
の
混
乱
ぶ

り
は
相
当
だ
っ
た
。
普
段
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
や
教
科
書
、
避
難
訓
練
程
度
で
し
か
地
震
に
触
れ
て
い
な
い

地
域
で
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
よ
り
地
震
に
対
し
て
な
ん
の
備
え
も
し
て
い
な
い
現
地
の
住

民
が
大
慌
て
で
避
難
し
よ
う
と
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
事
故
が
多
発
す
る
。

　
事
故
が
発
生
す
れ
ば
混
乱
が
広
が
り
、
た
だ
で
さ
え
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
て
い
る
人
々
が
さ
ら
に

恐
慌
状
態
に
な
る
こ
と
で
秩
序
が
失
わ
れ
て
身
動
き
が
で
き
な
い
状
況
に
な
る
。

　
動
き
を
阻
害
さ
れ
れ
ば
さ
ら
に
混
沌
と
し
た
状
態
と
な
り
、
大
規
模
な
事
故
・
事
件
へ
と
発
展
し
て

し
ま
う
。

　
こ
の
影
響
は
も
ち
ろ
ん
ど
こ
に
で
も
飛
び
火
す
る
も
の
だ
。
病
院
は
膨
大
な
数
の
救
急
要
請
に
て

ん
て
こ
舞
い
で
、
警
察
と
消
防
は
突
然
出
動
命
令
を
承
け
て
緊
急
出
動
し
よ
う
に
も
装
備
が
足
り
ず
に
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立
ち
往
生
、
周
囲
に
火
山
が
存
在
す
る
地
域
で
は
地
震
の
影
響
で
休
火
山
と
な
っ
て
い
る
は
ず
の
火
山

の
活
動
が
何
の
前
触
れ
も
な
く
再
開
し
、
住
民
の
避
難
誘
導
の
た
め
に
軍
が
出
動
す
る
事
態
に
。

　
沿
岸
部
に
至
っ
て
は
高
さ
平
均
２
ｍ
以
上
の
高
波
が
各
国
で
観
測
さ
れ
、
漁
村
の
住
民
に
緊
急
避
難

命
令
を
出
し
た
上
で
海
軍
、
沿
岸
警
備
隊
、
水
上
警
察
、
洋
上
武
装
学
校
ま
で
が
警
戒
の
た
め
総
動
員

さ
れ
る
始
末
で
あ
る
。

　
す
で
に
サ
ー
ビ
ス
が
終
了
し
、
完
全
に
消
滅
し
て
い
る
は
ず
の
ゲ
ー
ム
に
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
異
常
事

態
が
起
こ
っ
た
の
か
。
誰
か
が
外
部
か
ら
干
渉
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
た
だ
の
バ
グ
な
の
か
、
現
状
で

は
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　　　﹇﹇
同
年
同
日
　
０
０
時
１
２
分
﹈﹈

　《
大
御
和
皇
国
　
八
之
神
大
京
　
中
央
第
壹
地
区
縁
祥
　
大
皇
宮
殿
》

　
大
皇
宮
殿
の
会
議
室
で
は
、
十
の
超
大
国
の
首
脳
及
び
関
係
者
が
緊
急
会
合
を
開
い
て
い
た
。

「
さ
て
…
…
こ
の
世
界
の
最
後
を
見
届
け
よ
う
と
し
た
ら
、
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
な
…
…
」

　
最
初
に
発
言
す
る
の
は
、《
軍
事
国
家
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
》
陸
軍
元
帥
で
あ
り
、【
マ
イ
・
ナ
ツ
メ
】
の

煌
輝
こ
う
き

よ
く
磨
か
れ
た
鏡
の
よ
う
な
銀
髪

シ

ル

バ
ー

ブ

ロ

ン

ド

雪
の
ご
と
き
純
白
の
肌

ア

ル

ビ

ノ

父
で
あ
る
【
夏
目

】。

と

、
そ
し
て
鮮
血

湛た
た

真
紅
の
瞳

ブ
ラ
ッ
デ
ィ
・
ア
イ
リ
ス

を

え
た
ガ
ラ
ス
の
器
さ
な
が
ら
の

を
も
つ
、
元
陸
上
自
衛
官
。

61  第零話中　転移→初接触



「
各
自
本
土
と
は
連
絡
は
取
れ
て
る
の
か
?
俺
の
と
こ
ろ
は
全
く
だ
め
だ
っ
た
。
さ
っ
ぱ
り
連
絡
が
な

い
」

　
続
い
て
隣
か
ら
回
さ
れ
た
資
料
を
乱
暴
に
テ
ー
ブ
ル
に
投
げ
、
コ
ン
ラ
ー
ト
は
全
く
打
つ
手
な
し
と

お・

手・

上・

げ・

苛い
ら

ば
か
り
に

の
ポ
ー
ズ
で
発
言
し
た
。
表
情
か
ら
も
か
な
り

立
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

「
う
ち
は
無
線
電
波
で
連
絡
は
と
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
衛
星
の
シ
グ
ナ
ル
が
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
で
Ｇ
Ｐ

Ｓ
が
使
え
ず
、
遭
難
者
の
把
握
は
困
難
。
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
も
未
だ
に
連
絡
は
と
れ
て
い
ま
せ

ん
。
八
方
塞
が
り
の
状
態
で
す
」

　
発
言
者
は
銀
縁
の
眼
鏡
を
か
け
、
紺
色
を
基
調
と
し
た
朝
廷
の
文
官
さ
な
が
ら
の
民
族
衣
装
を
着
こ

趙
Ｚ
ｈ
à
ｏ

慈
崔

Ｃ
í
ｃ
ｕ
ī

玉ユ
ウ

な
す
【

】。《
海
盤
》
の
外
交
部
長
官
で
、

の
従
兄
弟
で
あ
る
。

「
私
の
と
こ
ろ
は
も
う
海
洋
学
校
が
外
洋
調
査
に
動
い
て
る
わ
。
た
だ
、
か
な
り
遅
い
時
間
帯
だ
か
ら

嫌
な
予
感
が
す
る
の
は
否
め
な
い
け
ど
…
…
…
…
」

　
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
が
不
安
げ
な
表
情
で
報
告
す
る
。
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
言
葉
に
一
同
は
一
瞬
戦
慄
す

る
が
、
す
ぐ
に
表
情
を
改
め
て
会
議
を
再
開
し
た
。

　　　﹇﹇
同
年
同
日
　
０
０
時
２
０
分
﹈﹈

ド
レ
ヴ
ォ
ボ
グ
連
邦

Д
р
е
в
о
б
о
́
г
　
С
о
д
р
у
ж
е
с
т
в
а

バ
ー
バ
ヤ
ー
ガ

Б
а
́
б
а
─
Я
г
а
́

ブ
シ
ュ
ユ
シ
ュ
シ
イ
ェ

Б

у

ш

у

ю

щ

е

е

　《

港
沖
２
８
ｋ
ｍ
　

海
》
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ズ
ァ
ッ
カ

Ж

а

т

к

а

甲
板
デ
ッ
キ

　
バ
ー
バ
ヤ
ー
ガ
海
軍
士
官
女
学
校
所
属
訓
練
艦
、〈
Б
Я
─
У
С
─
０
１
９
　

〉
第
二

「
は
あ
…
…
ア
タ
シ
達
ホ
ン
ト
に
ツ
い
て
な
い
わ
ぁ
…
…
」

ポ
リ
ー
ナ

П
о
л
и
н
а

バ
ベ
ン
コ

Б
а
б
е
н
к
о

　
バ
ー
バ
ヤ
ー
ガ
校
の
整
備
科
に
通
う
第
三
学
年
の
生
徒
の
一
人
、

・

が
魚
雷
発

ユ
リ
ー
ヤ

Ю

л

и

я

射
筒
の
射
出
口
の
点
検
を
し
な
が
ら
、
同
じ
く
整
備
科
第
三
学
年
で
同
級
生
の

・

ポ
タ
ー
ニ
ナ

П
о
т
а
н
и
н
а

溢こ
ぼ

に
愚
痴
を

す
。

零
下
マ
イ
ナ
ス

零
下
マ
イ
ナ
ス

　
現
在
の
気
温
は
実
に

１
３
℃
で
、
水
温
は

２
３
℃
。
万
一
で
も
海
に
落
ち
れ
ば
即
座
に
凍

死
だ
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
三
度
以
下
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
流
氷
が
な
い
の
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
ミ
ス
に
よ

る
も
の
。
故
に
ド
レ
ヴ
ォ
ボ
グ
の
港
は
基
本
的
に
不
凍
港
。。

「
こ
の
冬
真
っ
只
中
の
す
ご
く
寒
い
時
期
…
…
そ
れ
も
真
夜
中
に
学
生
が
海
上
警
備
だ
な
ん
て
、
戦
時

中
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
…
…
」

　
ユ
リ
ー
ヤ
は
何
度
目
か
も
わ
か
ら
な
い
、
冷
た
い
空
気
を
吸
い
込
み
す
ぎ
て
お
そ
ら
く
外
気
よ
り
冷

吐つ

た
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
た
め
息
を

く
。

　
実
際
彼
女
の
言
う
と
お
り
、
い
く
ら
軍
属
の
人
間
と
言
え
ど
ま
だ
１
８
歳
前
後
の
学
生
、
そ
れ
も
女

子
が
軍
事
訓
練
や
戦
時
中
の
人
員
不
足
以
外
の
理
由
で
沿
岸
警
備
に
駆
り
出
さ
れ
る
こ
と
な
ど
ま
ず

あ
り
え
な
い
。

　
し
か
し
軍
の
関
係
者
か
ら
説
明
さ
れ
た
と
お
り
（
荒
唐
無
稽
だ
が
）、
建
国
以
来
類
を
見
な
い
国
難
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
、
生
徒
側
の
多
く
は
入
隊
し
て
か
ら
が
大
変
な
の
だ
か
ら
今
同
じ
こ
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と
が
あ
っ
て
も
仕
方
が
な
い
と
割
り
切
っ
て
職
務
に
就
い
て
い
る
。

危
険
な
こ
と

洋

上

警

備

「
い
く
ら
何
で
も
こ
ん
な

を
学
生
に
さ
せ
ま
す
か
!?
」

　
突
如
と
し
て
吹
っ
切
れ
た
ユ
リ
ー
ヤ
が
、
怒
り
を
吐
き
出
す
よ
う
に
海
に
向
か
っ
て
叫
ん
だ
。

「
ユ
リ
ー
ヤ
落
ち
着
き
な
よ
。
そ
う
い
う
こ
と
は
砲
術
科
と
か
、
水
雷
科
と
か
、
ま
あ
戦
闘
組
の
言
う
こ

と
だ
し
さ
、
ア
タ
シ
た
ち
整
備
兵
が
出
る
幕
じ
ゃ
な
い
か
ら
」

諌い
さ

　
ポ
リ
ー
ナ
は
荒
ぶ
る
ユ
リ
ー
ヤ
を

め
る
が
、
ユ
リ
ー
ヤ
は
工
具
箱
か
ら
乱
暴
に
ド
ラ
イ
バ
ー
と
ペ

ン
チ
を
取
り
出
す
と
一
つ
隣
の
魚
雷
発
射
筒
の
整
備
を
始
め
た
。

（
…
…
こ
う
な
る
と
も
う
何
も
聞
こ
え
て
な
い
ん
だ
よ
ね
ぇ
…
…
帰
港
し
た
ら
い
っ
ぱ
い
甘
え
さ
せ
て

あ
げ
よ
う
…
…
）

　　﹇﹇
同
年
同
日
　
０
０
時
３
５
分
﹈﹈

タ
ン
ツ
ィ
・
フ
・
ト
ゥ
マ
ニ

Т

а

н

ц

ы
　
В
　
Т

у

м

а

н

е

チ
ェ
ム
ノ
イ
ェ

Т

е

м

н

о

е

　《
ド
レ
ヴ
ォ
ボ
グ
連
邦
　

半
島
沖
４
０
ｋ
ｍ
　

海
》

ク
ル
ー
ス
ニ
ク

К

р

е

с

н

и

к

　
海
軍
第
１
４
艦
隊
旗
艦
　
航
空
戦
艦
〈

〉
艦
橋

　
通
信
員

А
д
м
и
р
а
л

提

督

閣

下
!

С
о
о
б
щ
е
н
и
е

本

艦

よ

り

先

行

о
т
す

る

п
р
е
д
ы
д
у
щ
е
г
о

駆

逐

艦

よ

り

「《

!

　

　

　

э
с
м
и
н
ц
а

報

告

あ

り
!

!
》」

　
ク
ル
ー
ス
ニ
ク
艦
長
（
第
１
４
艦
隊
提
督
）
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Ч
и
т
а
т
ь
　
в
с
л
у
х

報

告

の

内

容

は
?

「《

!
》」

　
通
信
員

П
р
о
в
е
р
к
а
　
н
а
　
В
о
о
р
у
ж
е
н
н
ы
е

本

艦

前

方

よ

り
、

国

籍

な

ら

び

に

所

属

「《﹇к
о
р
а
б
л
и
　
н
е
и
з
в
е
с
т
н
о
г
о

不

明

の

武

装

船

を

г
р
а
ж
д
а
н
с
т
в
а

多

数

確

認

せ

り

　

﹈》」

　
砲
術
長

К
а
п
и
т
а
н
，
п
о
ж
а
л
у
й
с
т
а

艦

長
、

何

か

「《

　

д
а
й
т
е
　
м
н
е
　
и
н
с
р
у
к
ц
и
и

御

指

示

は
?

?
》」

　
艦
長

ア
ン
ノ
ウ
ン

所

属

不

明

艦

隊

「
午
前
０
０
時
３
８
分
、
現
時
刻
を
も
っ
て

と
の
接
触
を
図
る
。
不
用
意
の
刺
激
に
よ
る

相
手
側
か
ら
の
迎
撃
を
避
け
る
た
め
、
軍
艦
旗
な
ら
び
に
国
旗
は
艦
尾
に
移
動
し
、
主
砲
副
砲
は
全
て

最
大
射
角
に
。
全
艦
に
通
達
し
ろ
」

　
通
信
長

「
全
艦
、
軍
艦
旗
及
び
国
旗
を
艦
尾
に
移
動
!
」

　
ク
ル
ー
ス
ニ
ク
通
信
長

『
主
砲
と
副
砲
も
全
て
最
高
射
角
に
上
げ
、
提
督
の
指
示
を
待
て
!
』

デ
ュ
エ
ニ
ャ

Д

у

э

н

ь

я

　
駆
逐
艦
〈

〉
通
信
員

「
旗
艦
よ
り
指
示
あ
り
!
ア
ン
ノ
ウ
ン
と
接
触
す
る
た
め
、
国
旗
及
び
軍
艦
旗
を
艦
尾
に
移
動
し
、
全
て
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の
砲
の
射
角
を
最
大
に
上
げ
よ
と
の
こ
と
!
」

　
デ
ュ
エ
ニ
ャ
艦
長

「
わ
か
っ
た
。
総
員
に
告
ぐ
!
至
急
全
て
の
砲
を
最
高
射
角
に
し
、
識
別
旗
以
外
の
全
て
の
旗
を
艦
尾

に
移
動
せ
よ
!
復
唱
!
」

　
デ
ュ
エ
ニ
ャ
レ
ー
ダ
ー
員

艦ふ
ね

「
艦
長
待
っ
て
く
だ
さ
い
!
反
応
位
置
に

で
は
な
く
人
が
っ
…
…
…
…
い
や
っ
、
少
女
の
姿
を
し
た

何
か
が
海
の
上
を
歩
い
て
ま
す
!
」

　
デ
ュ
エ
ニ
ャ
艦
長

「
な
ん
だ
と
…
…
…
…
!?
」

　　﹇﹇
西
暦
２
０
１
９
年
８
月
１
日
　
０
０
時
３
３
分
﹈﹈

《
タ
ン
ツ
ィ
・
フ
・
ト
ゥ
マ
ニ
半
島
沖
４
３
ｋ
ｍ
　
チ
ェ
ム
ノ
イ
ェ
海
》

　
未
確
認
領
域
Ｕ
ｎ
ｋ
ｎ
ｏ
ｗ
ｎ
　
Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
。
西
暦
２
０
１
９
年
５
月
末
に
津
軽
湾
、
広
島
湾
、

内
海
湾
、
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
錦
江
湾
、
有
明
海
の
七
ヶ
所
に
突
如
と
し
て
出
現
し
た
謎
の
ゲ
ー
ト
の

内
側
に
広
が
る
同
一
の
惑
星
に
存
在
す
る
広
大
な
海
の
地
球
側
で
の
呼
称
。
調
査
艦
隊
〈
サ
ー
フ
ェ

ス
〉

寒
さ
っ
ぶ

響
ひ
び
き

「
し
か
し

っ
!
ね
え
【

】
!
今
の
気
温
何
度
な
の
!?
」
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大
井
お
お
い

　
調
査
艦
隊
の
旗
艦
を
務
め
る
巡
洋
艦
、【

】
が
駆
逐
艦
の
響
に
話
し
か
け
る
。

「
ふ
ぅ
、
ふ
ぅ
…
…
少
し
待
っ
て
…
…
出
た
。
気
温
マ
イ
ナ
ス
１
６
℃
、
水
温
マ
イ
ナ
ス
３
１
℃
」

　
響
は
し
ば
し
計
器
を
眺
め
、
算
出
さ
れ
た
数
字
を
淡
々
と
報
告
す
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
言
葉
に
は
そ

の
場
に
い
る
全
員
が
驚
愕
し
た
。

「
氷
点
下
１
６
℃
ぉ
っ
!?
勘
弁
し
て
欲
し
い
っ
ぽ
い
!
こ
れ
帰
還
す
る
ま
で
に
絶
対
病
気
に
な
る
や
つ

だ
っ
ぽ
い
!
」

「
艦
娘
だ
っ
て
風
邪
ひ
く
こ
と
ぐ
ら
い
分
か
ん
だ
ろ
う
が
ク
ソ
提
督
共
!
な
ん
て
こ
と
さ
せ
ん
だ
よ

!
」

夕
立
ゆ
う
だ
ち

叫

び

ア
ッ
チ
ョ
ン
ブ
リ
ケ

　
響
の
報
告
に
駆
逐
艦
【

】
が
ち
ょ
う
ど
《

》
の
ポ
ー
ズ
で
絶
叫
し
、
天
龍
は
顔
を
真
っ

赤
に
し
て
怒
鳴
る
。

「
…
…
ワ
タ
シ
達
ヲ
凍
死
サ
セ
ル
気
カ
…
…
?
」

港
湾
棲
姫

こ
う
わ
ん
せ
い
き

埠
は
と
ば

吐つ

　
同
じ
く
響
の
報
告
を
聞
い
た
【

】（
個
体
名

）
も
た
め
息
を

く
。

「
…
…
そ
う
で
な
く
て
も
悪
意
が
丸
見
え
よ
…
…
ん
?
」

雷
い
か
づ
ち

　
海
の
果
て
を
眺
め
な
が
ら
【

】
が
呟
い
た
。
が
、
そ
の
直
後
。

「
ち
ょ
っ
と
み
ん
な
!
船
が
こ
っ
ち
に
来
て
る
!
」

　
雷
は
接
近
し
て
く
る
船
に
興
奮
し
、
他
の
艦
娘
の
方
に
向
か
っ
て
叫
ぶ
。

　
こ
の
言
葉
に
一
同
が
反
応
し
た
。
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「「「
は
あ
ぁ
〜
〜
〜
っ
!?
」」」

　
こ
こ
に
、
並
行
世
界
と
バ
ー
チ
ャ
ル
の
存
在
が
初
の
接
触
を
果
た
し
た
。
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第
零
話
後
・
上
　
提
督
た
ち
の
憂
鬱
２
０
１
９

　　﹇﹇
西
暦
２
０
１
９
年
　
８
月
１
日
　
午
前
１
時
３
５
分
﹈﹈

《
日
本
国
　
広
島
県
　
呉
市
　
海
上
自
衛
隊
呉
地
方
隊
総
司
令
部
（
呉
鎮
守
府
）》

「
さ
て
…
…
つ
い
さ
っ
き
サ
ー
フ
ェ
ス
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
ん
だ
が
、
今
の
今
ま
で
陸
地
が
確
認
で
き

な
か
っ
た
ゲ
ー
ト
の
向
こ
う
側
に
突
然
陸
地
と
人
が
出
現
し
、
さ
ら
に
不
可
解
な
こ
と
に
気
温
水
温
と

も
に
氷
点
下
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
わ
か
る
奴
は
い
る

か
?
」

門
ヶ
崎

も
ん
が
さ
き

一
士
い
っ
し

　
呉
鎮
守
府
所
属
【

】
海
将
が
テ
ー
ブ
ル
を
囲
む
十
数
人
の
幕
僚
を
見
回
し
な
が
ら
言
う
。

午
尾
う
ま
の
お

光
一
郎

こ
う
い
ち
ろ
う

　
幕
僚
た
ち
は
一
斉
に
【

】
一
等
陸
曹
の
方
を
向
き
、
視
線
が
集
中
す
る
。

「（
な
ん
で
俺
が
広
島
ま
で
連
れ
て
来
ら
れ
て
こ
ん
な
こ
と
し
な
き
ゃ
い
け
ね
ぇ
ん
だ
よ
…
…
…
…
）」

「
午
尾
黙
れ
、
お
前
う
る
さ
い
」

「
ひ
っ
ど
っ
!
ち
ょ
っ
と
ひ
ど
く
な
い
!?
」

犬
神
い
ぬ
が
み

巧
夜
た
く
や

　
小
声
で
愚
痴
を
垂
れ
た
午
尾
に
対
し
て
【

】
一
等
空
曹
が
辛
辣
な
言
葉
を
投
げ
掛
け
、
そ

れ
に
午
尾
が
反
応
し
反
論
す
る
。

醍
醐
だ
い
ご

用
祐
よ
う
す
け

　
そ
れ
を
尻
目
に
【

】
三
等
海
佐
が
挙
手
し
た
。
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「
醍
醐
、
お
前
の
意
見
は
?
」

「
調
査
班
か
ら
の
報
告
を
読
む
限
り
、
少
な
く
と
も
人
が
住
め
る
場
所
が
存
在
す
る
と
い
う
の
は
確
か

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
近
代
的
な
艦
隊
を
運
用
で
き
る
ほ
ど
の
文
明
が
存
在
す
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
」

「
そ
う
か
、
だ
い
た
い
わ
か
っ
た
。
熱
海
、
お
前
は
ど
う
思
う
?
」

熱
海
あ
た
み

亜
紀
歩

あ

き

ほ

　
そ
う
言
っ
て
門
ヶ
崎
が
視
線
を
変
え
る
と
、【

】
三
等
空
尉
が
意
見
を
発
す
る
。

「
海
水
温
が
氷
点
下
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
凍
っ
て
い
な
い
こ
と
は
過
冷
却
の
理
論
で

説
明
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
不
可
解
な
現
象
が
実
際
に
起
こ
っ
た
と
な
る
と
、
と
て
も
信

じ
難
い
で
す
」

　
会
議
が
始
ま
る
前
に
門
ヶ
崎
が
報
告
し
、
そ
し
て
今
亜
紀
歩
が
指
摘
し
た
通
り
、
過
去
の
調
査
で
一

度
も
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
陸
地
が
突
然
出
現
し
、
さ
ら
に
海
が
シ
ベ
リ
ア
並
み
の
寒
さ
に
な
っ
て
い
る

（
も
ち
ろ
ん
全
て
の
領
域
で
は
な
い
が
）
と
い
う
の
は
か
な
り
信
憑
性
が
薄
い
。

「
だ
が
彼
女
ら
の
報
告
は
間
違
い
な
く
事
実
だ
。
今
は
ド
レ
ヴ
ォ
ボ
グ
連
邦
と
か
言
う
国
の
海
軍
の
捕

虜
と
し
て
、
そ
れ
も
旗
艦
と
思
わ
れ
る
主
力
艦
の
艦
内
で
軟
禁
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
と
思
う
?
」

遮
さ
え
ぎ

鬼
た
ま
ほ
め

弓
丸
ゆ
み
ま
る

　
と
、
続
け
て
発
言
し
よ
う
と
し
て
い
た
熱
海
の
言
葉
を

っ
て
【

】
一
等
海
佐
が
言
う
。

　
近
代
海
軍
を
有
し
、
そ
れ
を
艦
隊
規
模
で
運
用
す
る
ほ
ど
の
文
明
が
現
地
に
存
在
し
て
い
る
と
な
れ

ば
自
分
た
ち
に
と
っ
て
は
相
当
の
脅
威
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
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し
か
し
、
彼
ら
に
と
っ
て
自
分
た
ち
は
違
う
の
か
。
答
え
は
、
否
だ
。

「
人
の
姿
で
あ
り
な
が
ら
、
戦
闘
艦
並
み
の
大
き
さ
で
レ
ー
ダ
ー
に
写
る
か
ら
不
意
打
ち
を
警
戒
し
て

…
…
」

「
そ
の
通
り
。
最
も
、
彼
ら
は
艦
娘
の
本
来
の
力
に
は
ま
だ
気
付
い
て
い
な
い
可
能
性
も
充
分
に
あ
り

得
る
け
ど
な
」

　
艦
娘
、
そ
し
て
深
海
棲
艦
の
最
大
の
脅
威
は
、
本
来
の
大
き
さ
よ
り
巨
大
な
姿
で
レ
ー
ダ
ー
・
ソ
ナ
ー

に
写
る
こ
と
、
そ
し
て
戦
闘
に
特
化
し
て
い
る
故
の
身
体
能
力
の
高
さ
で
あ
る
。

　
レ
ー
ダ
ー
に
投
影
さ
れ
る
影
は
戦
艦
の
艦
娘
な
ら
戦
艦
並
み
の
大
き
さ
で
、
ソ
ナ
ー
で
確
認
で
き
る

大
き
さ
は
潜
水
艦
の
艦
娘
な
ら
潜
水
艦
と
同
じ
大
き
さ
で
と
い
っ
た
具
合
だ
。

改
造
手
術

近

代

化

改

修

　
し
か
も
度
重
な
る

に
よ
っ
て
、
艦
と
し
て
の
ス
ペ
ッ
ク
は
彼
女
ら
の
元
に
な
っ
た
実
在
の

艦
艇
よ
り
遥
か
に
上
を
行
く
た
め
、
対
艦
ミ
サ
イ
ル
を
使
わ
な
け
れ
ば
撃
破
は
困
難
で
あ
る
。

　
ま
た
い
く
ら
少
女
の
姿
を
し
て
い
る
と
言
え
ど
も
全
身
が
兵
器
で
あ
る
た
め
、
身
体
能
力
は
当
然
人

間
の
比
で
は
な
い
。

　
そ
ん
な
化
け
物
の
侵
入
を
許
し
て
し
ま
え
ば
、
艦
が
内
側
か
ら
木
っ
端
微
塵
に
な
る
の
は
目
に
見
え

て
い
る
の
だ
が
、
あ
い
に
く
現
在
は
武
装
を
解
除
し
た
状
態
で
軟
禁
さ
れ
て
い
る
。

「
に
し
て
も
面
倒
な
こ
と
に
な
っ
ち
ま
っ
た
な
ぁ
…
…
…
…
」

　
午
尾
は
呟
く
が
、
前
述
し
た
通
り
派
遣
さ
れ
た
六
人
は
未
知
の
国
家
の
捕
虜
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
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し
ば
ら
く
は
連
絡
が
と
れ
な
い
報
告
書
の
中
に
非
戦
時
中
の
捕
虜
の
扱
い
に
関
す
る
国
際
条
約
に
つ

い
て
ま
と
め
ら
れ
た
報
告
が
あ
っ
た
。。

　
面
倒
ご
と
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
ば
か
り
に
提
督
た
ち
は
た
め
息
を
つ
い
た
。
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第
零
話
後
・
下
　
そ
の
頃
の
と
あ
る
掲
示
板

　　﹇﹇
２
０
１
９
年
　
８
月
１
日
﹈﹈

１
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
４
６
：
０
０

【
悲
報
】
派
遣
艦
隊
、
未
知
の
勢
力
の
捕
虜
に
な
る
【
絶
望
】

２
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
４
６
：
２
２

　
響
ち
ゃ
ん
が
…
…
俺
ら
の
響
ち
ゃ
ん
が
あ
あ
あ
!

３
：
日
付
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
４
６
：
３
２

（
０
Ｍ
０
）
キ
ュ
ウ
キ
ョ
ツ
ク
ッ
タ
ラ
イ
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
ノ
セ
イ
デ
…
…
オ
デ
ノ
カ
ダ
ダ
ハ
ボ
ド
ボ
ド

ダ
‼

４
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
４
６
：
４
０

　
お
の
れ
天
龍
の
姉
貴
が
!
許
さ
ん
!
絶
対
に
許
さ
ん
ぞ
大
本
営
ど
も
!

５
：
北
の
国
よ
り
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
４
６
：
５
９

　
速
報
見
て
る
け
ど
マ
ジ
か
こ
れ

　
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
．
０
０
０
０
０
．
０
０

６
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
４
７
：
０
７
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午
前
２
時
近
い
の
に
元
気
だ
な
お
前
ら

７
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
４
７
：
１
８

　
＞
＞
５
北
さ
ん
や
北
さ
ん
や
…
…
全
体
何
が
あ
っ
た
ち
ゅ
う
ん
じ
ゃ
?

８
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
４
７
：
２
４

　
ス
レ
タ
イ
ち
ゃ
ん
と
み
ろ
ア
ホ

９
：
北
の
国
よ
り
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
４
７
：
３
０

　
ち
ょ
っ
と
コ
ピ
ペ
す
る
か
ら
待
っ
て
ろ

１
０
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
４
７
：
４
８

　
＞
＞
９
オ
ナ
シ
ャ
ス

１
１
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
４
７
：
５
９

　
＞
＞
９
待
機
中
で
す

１
２
：
北
の
国
よ
り
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
４
８
：
１
２

　
夕
円
電
子
新
聞
速
報

　
８
月
１
日
深
夜
に
津
軽
湾
ゲ
ー
ト
か
ら
派
遣
さ
れ
た
艦
娘
６
名
か
ら
な
る
調
査
艦
隊
が
所
属
不
明

の
艦
隊
と
接
触
し
、
直
後
に
捕
縛
さ
れ
た
と
防
衛
相
川
上
幸
之
介
氏
が
各
メ
デ
ィ
ア
に
伝
達
し
た
。

　
現
状
最
後
の
報
告
に
よ
る
と
所
属
不
明
の
艦
隊
の
乗
組
員
の
多
く
が
ス
ラ
ヴ
系
の
人
種
で
、
ま
た
ロ

シ
ア
語
の
他
英
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
ド
イ
ツ
語
な
ど
を
話
し
て
お
り
国
家
間
の
繋
が
り
が
強
い
多
国
籍
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軍
の
よ
う
に
も
見
え
た
。

　
ま
た
前
回
の
調
査
で
は
気
温
が
３
０
℃
〜
３
２
℃
程
度
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
回
の
調
査
で

は
気
温
水
温
と
も
に
氷
点
下
に
下
が
っ
て
い
た
と
い
う
。

１
３
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
４
８
：
２
０

（
　
゜
д
゜
）

１
４
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
４
８
：
３
７

（
　
゜
д
゜
）

１
５
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
４
８
：
４
７

（
　
゜
д
゜
）

１
６
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
４
８
：
５
９

（
　
゜
д
゜
）

１
７
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
４
９
：
０
７

（
　
゜
д
゜
）

１
８
：
日
付
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
４
９
：
２
０

　
｜
｜
Ｍ
０
）

　
１
９
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
４
９
：
３
０

　
＞
＞
１
８
Σ
（
０
ｗ
０
；
）
ナ
ズ
ェ
ミ
テ
ル
ン
デ
ィ
ス
!
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２
０
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
４
９
：
４
１

　
し
か
し
面
倒
な
こ
と
に
な
っ
た
な
。
前
回
の
調
査
っ
て
先
月
の
２
５
日
だ
ろ
?

２
１
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
４
９
：
５
８

　
そ
の
前
回
の
調
査
で
イ
ル
カ
が
何
匹
か
向
こ
う
に
行
っ
ち
ゃ
っ
て
、
チ
ワ
ワ
が
言
い
掛
か
り
つ
け
て

来
た
ん
だ
っ
た
よ
な

２
２
：
北
の
国
よ
り
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
０
：
０
６

　
＞
＞
１
８
日
付
生
き
と
っ
た
ん
か
ワ
レ
!

２
３
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
０
：
１
２

　
北
さ
ん
気
付
く
の
遅
ぇ
ｗ
ｗ
ｗ

２
４
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
０
：
２
３

　
チ
ワ
ワ
と
言
え
ば
キ
ム
チ
も
な
ん
か
声
明
発
表
し
と
っ
た
で

２
５
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
０
：
３
５

　
＞
＞
２
４
無
視
し
と
け
。
ど
う
せ
ろ
く
な
事
言
っ
ち
ゃ
い
ね
え

２
６
：
日
付
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
０
：
４
８

（
０
Ｍ
０
）
ヒ
ド
ヲ
オ
ヂ
ョ
グ
ッ
デ
ル
ド
ブ
ッ
ド
バ
ス
ゾ
!

２
７
：
北
の
国
よ
り
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
０
：
５
７

　
ち
な
み
に
な
ぜ
か
向
こ
う
の
国
際
法
も
報
告
書
に
ま
と
め
て
あ
っ
た
ん
だ
と
。
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な
ん
で
も
国
籍
不
明
の
武
装
集
団
が
現
れ
た
時
に
対
処
す
る
た
め
の
法
律
ら
し
い
。

２
８
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
１
：
０
８

　
マ
ジ
か
結
構
近
代
国
家
だ
ぞ
相
手
。

２
９
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
１
：
２
０

　
最
新
情
報
見
て
る
け
ど
所
属
不
明
の
艦
隊
の
規
模
か
ら
乗
組
員
の
個
人
情
報
ま
で
詳
細
に
か
か
れ

て
る
わ
。
普
通
知
ら
れ
た
ら
ヤ
バ
イ
ん
じ
ゃ
な
い
の
?

３
０
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
１
：
３
０

　
＞
＞
２
９
確
か
に
ヤ
バ
い
な
。
敵
か
味
方
か
わ
か
ら
な
い
武
器
持
っ
た
女
の
子
に
自
分
た
ち
の
こ

と
教
え
て
こ
っ
ち
側
に
送
ら
せ
て
る
あ
た
り
絶
対
頭
お
か
し
い
。

３
１
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
１
：
４
２

　
と
な
る
と
あ
れ
か
?
「
俺
ら
に
は
こ
ん
な
兵
器
が
あ
る
ん
や
ぞ
、
こ
ん
な
人
材
が
お
る
ん
や
ぞ
」
っ

て
ア
ピ
ー
ル
し
て
こ
っ
ち
側
の
人
間
が
興
味
を
ひ
か
れ
た
と
こ
ろ
で
捕
虜
返
還
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に

座
ら
せ
る
っ
て
魂
胆
か
?

３
２
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
２
：
０
７

　
＞
＞
３
１
少
な
く
と
も
俺
は
そ
う
睨
ん
で
る

３
３
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
２
：
１
９

　
で
も
っ
て
伊
勢
モ
ド
キ
に
監
禁
さ
れ
て
る
艦
娘
ら
は
ど
う
な
っ
と
る
ん
?
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３
４
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
２
：
３
２

　
＞
＞
３
３
そ
れ
が
よ
く
わ
か
ら
ん
の
よ
。
報
告
が
来
と
ら
ん
の
だ
と

３
５
：
北
の
国
よ
り
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
２
：
４
０

　
ち
な
み
に
「
非
戦
時
中
に
捕
虜
と
し
た
軍
属
等
の
扱
い
に
関
す
る
条
約
」
な
る
条
約
が
存
在
す
る
ら

し
い
内
容
は
「
加
盟
国
は
ド
ン
パ
チ
が
な
い
時
に
領
土
領
海
領
空
で
武
器
も
っ
て
ふ
ら
ふ
ら
し
て
る
生

ま
れ
の
わ
か
ら
ん
怪
し
い
や
つ
見
つ
け
た
ら
と
り
あ
え
ず
事
情
聞
い
て
そ
い
つ
が
軍
人
や
っ
た
ら
そ

い
つ
の
本
国
に
連
絡
さ
せ
て
変
な
こ
と
せ
ん
よ
う
に
回
収
し
に
来
る
ま
で
面
倒
見
と
け
」（
要
約
）。

３
６
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
３
：
０
０

（
　
゜
д
゜
）

３
７
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
３
：
１
４

（
　
゜
д
゜
）

３
８
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
３
：
３
０

（
　
゜
д
゜
）

３
９
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
３
：
４
８

（
　
゜
д
゜
）

４
０
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
３
：
５
９

（
　
゜
д
゜
）
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４
１
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
４
：
１
０

（
　
゜
д
゜
）

４
２
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
４
：
２
７

（
　
°
д
　
°
）

４
３
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
４
：
３
６

　
＞
＞
４
２
こ
っ
ち
見
ん
な

４
４
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
４
：
４
９

　
＞
＞
３
５
考
え
た
人
ア
ホ
か
な
?

４
５
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
５
：
１
０

　
＞
＞
３
５
外
交
の
が
の
字
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
や
つ
が
考
え
る
内
容
な
ん
で
す
が
こ
れ
は

…
…
…
…

４
６
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
５
：
３
５

　
＞
＞
４
４

　
＞
＞
４
５

　
き
っ
と
優
し
い
人
が
考
え
た
ん
だ
よ
…
…
…
…
多
分
…
…

４
７
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
５
：
４
８

　
＞
＞
１
２
て
言
う
か
気
温
マ
イ
ナ
ス
で
流
氷
す
ら
見
つ
か
ら
な
い
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
よ
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４
８
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
５
：
５
９

　
し
か
も
氷
点
下
だ
ろ
?
氷
点
下
で
流
氷
が
な
い
と
か
も
う
水
じ
ゃ
な
く
ね
?

４
９
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
６
：
１
５

　
い
や
マ
グ
マ
の
真
上
と
か
そ
う
い
う
と
こ
ろ
な
ら
ワ
ン
チ
ャ
ン
…
…
な
い
な

５
０
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
６
：
３
５

　
そ
う
い
え
ば
ア
メ
公
は
何
し
て
る
ん
だ
?

５
１
：
北
の
国
よ
り
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
６
：
４
３

　
ゲ
ー
ト
出
現
↓
現
地
の
調
査
を
日
本
に
丸
投
げ
↓
キ
ム
チ
と
テ
ロ
リ
ス
ト
（
某
極
右
団
体
）
と
頭
お

花
畑
（
某
鳥
頭
の
会
）
と
支
那
と
マ
ス
ゴ
ミ
（
主
に
○
日
）
が
大
騒
ぎ
↓
ス
パ
イ
を
送
り
込
ん
で
黙
ら

せ
る
↓
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
と
思
っ
た
ら
海
し
か
な
い
↓
海
洋
資
源
独
占
を
目
論
ん
で
調
査
を
続
行
さ

せ
る
↓
十
六
回
目
の
調
査
中
に
イ
ル
カ
が
迷
い
込
む
↓
な
ぜ
か
ト
チ
狂
っ
た
チ
ワ
ワ
が
自
衛
隊
基
地

襲
撃
↓
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
を
脅
し
て
賠
償
金
を
払
わ
せ
る
↓
今
回
の
調
査
中
に
艦
隊
一
つ
が
ま

る
ご
と
捕
虜
に
な
る
↓
か
な
り
ヤ
バ
い
内
容
の
報
告
書
が
届
く
↓
安
保
会
議
↑
今
コ
コ

５
２
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
６
：
５
８

　
大
統
領
…
…

５
３
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
７
：
２
０

　
不
憫
で
な
ら
ん
な
…
…

80



５
４
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
７
：
３
２

　
え
っ
で
も
ア
メ
リ
カ
艦
い
な
い
か
ら
関
係
な
い
し
無
視
す
れ
ば
よ
く
ね
?

５
５
：
風
が
ふ
け
ば
名
無
し
　
２
０
１
９
／
８
／
１
　
１
：
５
７
：
５
０

　
＞
＞
５
４
一
応
同
盟
国
だ
か
ら
嫌
で
も
放
っ
て
置
け
な
い
ん
じ
ゃ
よ

　　
←
新
着
ス
レ
を
表
示
す
る
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幕
間
一
　
２
０
５
７
：
ビ
ル
ダ
ー
バ
ー
グ
集
会

　　﹇﹇
２
０
５
７
年
５
月
１
７
日
　
午
前
６
時
２
２
分
﹈﹈

「
…
…
…
…
彼
ら
を
送
り
込
む
こ
と
に
は
成
功
し
た
の
か
?
」

ニ
ム
ロ
ド

Ｎ
ｉ
ｍ
ｒ
ｏ
ｄ

ラ
ッ
シ
ェ
ル
ー
ド

Ｒ
ａ
ｃ
ｓ
ｈ
ｉ
ｅ
ｌ
ｕ
ｄ
ｅ

　
鋭
い
眼
光
を
議
場
に
向
け
、
ビ
ル
ダ
ー
バ
ー
グ
会
議
議
長
、【

・

】
は
呟

い
た
。

プ
ロ
ビ
デ
ン
ス

Ｐ
ｒ
ｏ
ｖ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ

　
視
線
の
先
に
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
点
で
世
界
を
見
下
ろ
す
目
、

の
紋
章
が
描
か
れ
た

旗
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
。

「
は
い
。
災
害
は
発
生
し
ま
し
た
が
損
害
は
少
な
く
、
ひ
と
ま
ず
第
一
段
階
は
成
功
し
た
と
言
え
る
で

し
ょ
う
」

　
い
か
に
も
関
係
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
冷
静
な
態
度
で
、
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
の
旗
の
す
ぐ
隣
に
座
る

ア
ル
ベ
ル
ト

Ａ

ｌ

ｂ

ｅ

ｒ

ｔ

ラ
ク
ー
ル

Ｌ
ａ
ｃ
ｏ
ｕ
ｌ

男
、【

・

】
は
答
え
る
。

「
…
…
…
…
そ
う
か
…
…
」

　
ニ
ム
ロ
ド
を
は
じ
め
、
円
形
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
む
十
二
人
の
男
女
は
安
堵
の
た
め
息
を
吐
い
た
。

イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｕ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ

　
今
こ
の
場
に
い
る
の
は
、

、
漢
字
文
化
圏
で
は
天
光
騎
士
團
と
も
呼
ば
れ
る
国
際
秘

密
組
織
の
最
高
幹
部
た
ち
。
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罪
痕
使
徒

ス
テ
ィ
グ
マ
・
ア
ポ
ス
ト
ロ

　
彼
ら
は

。
キ
リ
ス
ト
と
そ
の
十
二
人
の
弟
子
た
ち
を
模
し
た
十
三
人
に
よ
る
幹
部
会

と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

「
よ
う
や
く
…
…
よ
う
や
く
だ
…
…
い
よ
い
よ
我
ら
の
名
を
騙
る
忌
々
し
い
畜
生
ど
も
に
復
讐
で
き
る

…
…
」

デ
イ
ビ
ッ
ド

Ｄ

ａ

ｖ

ｉ

ｄ

チ
ェ
ン
バ
ー
レ
イ
ン

Ｃ
ｈ
ａ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｉ
ｎ

　
拳
を
強
く
握
り
し
め
て
【

・

】
が
呟
く
。

「
５
０
０
０
年
の
時
を
経
て
…
…
我
ら
の
怒
り
の
刃
が
遂
に
届
く
…
…
」

ジ
ョ
ン

Ｊ

ｏ

ｈ

ｎ

ア
ラ
ン
サ
バ
ル

Ａ
ｌ
ａ
ｎ
ｓ
ａ
ｂ
ａ
ｌ

　【

・

】
が
怨
嗟
の
声
を
発
す
る
。

急せ

「
…
…
…
…
変
に

く
な
よ
。
ま
だ
前
準
備
を
し
て
い
る
段
階
だ
。
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
ん
だ
。

こ
こ
で
計
画
を
急
い
で
失
敗
す
れ
ば
、
全
て
が
水
泡
に
帰
す
」

マ
ー
ク

Ｍ

ａ

ｒ

ｋ

ヒ
ュ
ー
ゴ

Ｈ

ｕ

ｇ

ｏ

エ
デ
ィ
ソ
ン

Ｅ

ｄ

ｉ

ｓ

ｏ

ｎ

　
興
奮
状
態
に
あ
る
二
人
を
諭
す
よ
う
に
【

・

・

】
も
言
葉
を
か
け
る
。

「
…
…
人
々
が
思
い
描
く
未
来
の
実
現
ま
で
の
時
間
を
何
十
年
も
早
め
た
作
家
ウ
ォ
ル
ト
、
自
由
を
求

め
続
け
た
テ
ン
プ
ル
騎
士
団
最
後
の
騎
士
団
長
ジ
ャ
ッ
ク
、
今
あ
る
機
械
類
の
多
く
を
作
り
上
げ
た
発

明
家
ト
ー
マ
ス
、
そ
し
て
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
和
実
現
を
目
指
し
た
名
門
貴
族
マ
イ
ア
…
…
…
…
今
こ

幻
想
ゆ

め

こ
に
い
る
私
ど
も
の
御
先
祖
様
た
ち
が
見
た

が
も
う
間
も
な
く
現
実
に
な
ろ
う
し
て
い
る
と
い

貶け
な

う
の
に
…
…
ま
た
あ
な
た
は
冷
た
い
言
葉
で
私
た
ち
を

す
の
で
す
ね
」

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト

Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｌ
ｏ
ｔ
ｔ
ｅ

ウ
ィ
ン
ザ
ー

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｓ
ｏ
ｒ

　
当
代
の
イ
ギ
リ
ス
女
王
【

・

】
が
穏
や
か
な
口
調
で
、
そ
れ
で
い
て
強

い
力
の
こ
も
っ
た
声
で
エ
デ
ィ
ソ
ン
を
責
め
る
。
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「
お
前
さ
ん
は
い
い
さ
。
ど
ん
な
困
難
に
直
面
し
て
も
、
自
分
の
持
っ
て
る
知
恵
と
そ
の
使
い
方
の
工

夫
だ
け
で
完
璧
に
解
決
で
き
る
ん
だ
か
ら
な
」

　
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
の
言
葉
に
対
し
て
、
エ
デ
ィ
ソ
ン
は
皮
肉
混
じ
り
の
ジ
ョ
ー
ク
で
返
し
た
。

「
マ
ー
ク
…
…
…
…
そ
こ
ま
で
悪
く
言
う
こ
と
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
…
…
…
…
?
」

ロ
ナ
ル
ド

Ｒ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ｄ

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー

Ｊ

ｅ

ｎ

ｎ

ｉ

ｆ

ｅ

ｒ

　
各
々
の
喧
嘩
腰
の
や
り
取
り
を
見
か
ね
、【

・

】
が
言
葉
を
発
す
る
。

「
マ
ー
ク
君
。
確
か
に
君
の
言
う
通
り
、
焦
り
は
禁
物
。
だ
が
、
女
王
陛
下
の
御
言
葉
も
確
か
だ
よ
。
現

に
計
画
は
確
実
に
、
か
つ
順
調
に
進
ん
で
い
る
か
ら
ね
」

フ
レ
デ
リ
ッ
ク

Ｆ
ｒ
ｅ
ｄ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ｋ

ハ
ル
フ
ォ
ー
ド

Ｈ

ａ

ｌ

ｆ

ｏ

ｒ

ｄ

　
初
老
の
男
、【

・

】
が
ロ
ナ
ル
ド
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
よ
う
に
エ
デ
ィ
ソ

ン
に
言
葉
を
向
け
る
。

ハ
ロ
ル
ド

Ｈ
ａ
ｒ
ｏ
ｌ
ｄ

ス
ミ
シ
ー

Ｓ
ｍ
ｉ
ｔ
ｈ
ｙ

　
そ
し
て
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
は
【

・

】
と
ニ
ム
ロ
ド
の
方
に
視
線
を
変
え
、
鋭
い

口
調
で
こ
う
言
っ
た
。

駒
ピ
ー
ス

「
と
こ
ろ
で
。
次
に
動
か
す

は
、
も
う
決
め
て
い
る
の
か
な
?
」

悪
戯
い
た
ず
ら

　
場
の
空
気
が
静
ま
り
か
え
る
。

っ
ぽ
い
笑
み
を
浮
か
べ
た
ま
ま
答
え
な
い
二
人
に
、
フ
レ
デ

リ
ッ
ク
は
再
び
声
を
か
け
た
。

「
そ
れ
と
も
、
も
う
動
か
し
た
後
か
な
?
」

　
ハ
ロ
ル
ド
は
自
信
に
満
ち
た
表
情
で
胸
を
張
っ
て
答
え
た
。

「
は
い
。
一
足
は
や
く
次
の
一
手
を
う
た
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
よ
」
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彼
は
鞄
に
積
め
て
い
た
紙
束
の
中
か
ら
、
封
筒
に
入
れ
ら
れ
た
一
通
の
手
紙
を
取
り
出
す
。

　
そ
し
て
そ
の
手
紙
を
、
一
字
一
句
の
誤
り
な
く
読
み
上
げ
た
。

К
о
н
т
а
к
т
ы
　
с
о
　
с
т
р
а
н
а
м
и
　
в
　
２
０
１
９
　
и

２

０

１

９

年

代

の

諸

国

と

の

接

触

な

ら

び

に

『《З
а
в
е
р
ш
е
н
н
а
я
　
ф
о
р
м
а
л
ь
н
а
я

諸

国

の

政

府

と

の

正

式

な

　

д
и
п
л
о
м
а
т
и
ч
е
с
к
а
я
　
п
р
о
ц
е
д
у
р
а
．

国

交

の

締

結

は

完

了

し

た
。

В
　
в
ы
ш
е
у
к
а
з
а
н
н
ы
х
　
д
е
й
с
т
в
и
я
х

上

記

の

行

為

の

一

切

を

　

И
л
л
ю
м
и
н
а
т
о
в
　
и

実

行

す

る

に

あ

た
っ

て

　
с
в
я
з
а
н
н
ы
х
　
с
　
н
и
м
и
　
о
р
г
а
н
и
з
а
ц
и
й

こ

こ

ま

で

現

地

イ

ル

ミ

ナ

テ
ィ

の

Н
и
к
а
к
и
х
　
п
о
в
р
е
ж
д
е
н
и
й
　
о
т
　
с
а
б
о
т
а
ж
а
．

妨

害

工

作

及

び

攻

撃

は

な

し
。

П
е
р
в
ы
й
　
э
т
а
п
　
п
р
о
ш
е
л
　
у
с
п
е
ш
н
о

第

一

段

階

は

成

功

で

あ

る
。

．

【
Б
Э
С
М
─
Б
у
д
у
щ
е
е
】
よ
り
』
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第
壹
章
　
Ｗ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
＼
夢
見
る
乙
女

第
壹
話
第
壱
節
　
凄
惨

　ブ
リ
テ
ン
連
合
王
国

Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ
　
Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
ｄ
ｏ
ｍ

ロ
ン
ド
ン
市

Ｌ

ｏ

ｎ

ｄ

ｏ

ｎ

《

　

》

　
言
わ
ず
と
知
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
王
都
、
ロ
ン
ド
ン
。

煉
瓦
れ
ん
が

　
中
世
以
前
に
設
計
・
建
設
さ
れ
た
石
造
り
家
屋
と
産
業
革
命
以
降
に
建
て
ら
れ
た

造
り
の
建
物

が
今
も
な
お
多
く
残
さ
れ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
随
一
の
古
都
で
あ
り
、
歴
史
的
遺
物
が
世
界
中
か
ら
集

め
ら
れ
た
博
物
館
や
最
大
級
の
時
計
塔
な
ど
も
存
在
す
る
世
界
屈
指
の
観
光
名
所
で
も
あ
る
。

　
そ
ん
な
大
都
市
ロ
ン
ド
ン
の
平
和
な
日
常
を
脅
か
し
は
じ
め
た
の
は
、
２
０
１
９
年
８
月
１
２
日
１

３
時
５
５
分
に
突
如
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
現
れ
た
三
人
の
殺
人
鬼
で
あ
っ
た
。

　　﹇﹇
２
０
１
９
年
　
８
月
１
２
日
　
午
後
５
時
０
０
分
﹈﹈

　
最
初
の
飛
翔
体
の
攻
撃
に
よ
る
被
害
が
報
告
さ
れ
た
の
は
夏
の
真
っ
只
中
、
良
く
晴
れ
た
日
の
公
園

で
の
こ
と
だ
っ
た
。酷ひ

ど

「
そ
れ
に
し
て
も

い
な
…
…
ど
こ
の
ど
い
つ
が
あ
ん
な
残
忍
な
真
似
を
…
…
」

　
コ
ン
ラ
ー
ト
は
地
球
側
か
ら
仕
入
れ
た
報
告
書
に
目
を
通
し
な
が
ら
、
ぽ
つ
り
と
感
想
を
述
べ
る
。
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　﹇
飛
翔
甲
冑
を
纏
っ
た
国
籍
不
明
の
女
、
母
親
の
目
の
前
で
少
年
を
惨
殺
。
被
害
者
は
計
１
１
人
﹈　

Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｐ
ｅ
ｏ
ｐ
ｌ
ｅ

　﹇
悲
劇
!
人
型
Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
よ
る
ロ
ン
ド
ン
市
内
同
時
殺
人
事
件
!
﹈　
Ｎ
ｅ
ｗ
ｙ
ｏ
ｒ
ｋ
　
Ｄ
ａ
ｉ

ｌ
ｙ
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ

　﹇
ロ
ン
ド
ン
に
て
男
性
８
名
と
子
供
３
名
が
同
時
に
殺
害
さ
れ
る
。
人
型
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
目
撃
情
報
も
﹈

　
産
営
新
聞

　
数
あ
る
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
も
特
に
強
い
影
響
力
を
持
つ
各
新
聞
社
の
夕
刊
の
見
出
し
は
、
世
界
中
の

人
々
に
衝
撃
を
与
え
た
。

　
同
盟
側
と
し
て
も
地
球
側
の
国
連
加
盟
国
と
国
交
を
締
結
し
て
間
も
な
い
時
期
に
、
こ
ち
ら
が
関
与

し
て
い
る
と
思
わ
れ
て
当
然
の
事
件
が
突
如
と
し
て
起
こ
っ
た
の
だ
か
ら
、
向
こ
う
側
の
混
乱
は
計
り

知
れ
な
い
。

　
写
真
を
見
る
限
り
は
裸
同
然
の
被
服
の
他
に
申
し
訳
程
度
の
金
属
質
の
装
甲
が
あ
り
、
そ
の
金
属
鎧

に
は
光
の
翼
と
小
型
の
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

　
ま
た
そ
の
体
型
か
ら
も
成
人
の
女
性
で
あ
る
こ
と
が
見
て
と
れ
た
。

「
Ｉ
ｎ
ｆ
ｉ
ｎ
ｉ
ｔ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ
ｏ
ｓ
…
…
…
」

　
ケ
ネ
ス
が
報
告
書
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
を
見
て
、
何
か
に
気
付
い
た
か
の
よ
う
に
呟
い
た
。

　
コ
ン
ラ
ー
ト
も
、
コ
ン
ラ
ー
ト
の
妻
も
ケ
ネ
ス
の
言
葉
か
ら
何
か
を
悟
り
、
体
を
震
え
さ
せ
る
。
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そ
こ
に
い
つ
の
間
に
か
隼
人
が
割
っ
て
入
り
、
確
信
を
込
め
て
三
人
に
言
っ
た
。

「
と
い
う
こ
と
は
だ
。
俺
た
ち
の
他
に
も
並
行
世
界
や
異
世
界
か
ら
、
あ
の
２
０
１
９
年
の
地
球
に
誰

か
が
行
き
来
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
る
っ
て
こ
と
だ
ろ
?
」

　
戦
慄
。
こ
れ
に
尽
き
る
。
四
人
は
報
告
書
を
テ
ー
ブ
ル
に
残
し
た
ま
ま
、
す
ぐ
に
小
会
議
室
を
後
に

し
た
。

　　　﹇﹇
２
０
Ｘ
Ｘ
年
　
７
月
　
３
１
日
　
午
後
６
時
２
４
分
﹈﹈

日

本

国

Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｏ
ｆ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

《

　
Ｉ
Ｓ
学
園
》

織
斑
お
り
む
ら

　
本
校
舎
一
階
に
存
在
す
る
職
員
の
詰
所
。
こ
の
Ｉ
Ｓ
学
園
に
勤
め
る
教
諭
の
一
人
で
あ
る
【

千
冬
ち
ふ
ゆ

】
は
、
他
の
職
員
が
電
源
を
つ
け
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
に
は
目
も
く
れ
ず
、
そ
の
日

の
夕
刊
を
手
に
愕
然
と
し
て
い
た
。

「﹇
イ
ギ
リ
ス
軍
所
属
の
Ｉ
Ｓ
パ
イ
ロ
ッ
ト
三
名
、
機
体
と
共
に
失
踪
し
消
息
不
明
﹈
…
…
…
…
」

　
見
出
し
に
は
大
き
く
、﹇
消
息
不
明
﹈
と
書
か
れ
て
い
る
。
記
事
も
意
図
的
に
不
安
を
煽
る
よ
う
な
内

容
で
、
消
息
を
絶
つ
直
前
の
機
体
に
搭
乗
し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　
人
類
史
上
最
強
と
さ
れ
る
兵
器
、
そ
れ
も
軍
属
の
も
の
が
突
如
と
し
て
姿
を
消
し
た
の
だ
。

　
軍
事
的
な
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
経
済
的
損
失
も
計
り
知
れ
な
い
。
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「
あ
の
…
…
…
…
大
丈
夫
で
す
か
先
輩
?
」

山
田
や
ま
だ

真
耶
ま

や

　
同
じ
く
学
園
の
教
員
で
あ
る
【

】
が
、
心
配
そ
う
な
表
情
で
千
冬
に
声
を
か
け
た
。

吐つ

　
千
冬
は
大
き
く
た
め
息
を

く
と
新
聞
を
テ
ー
ブ
ル
に
置
き
、
真
耶
の
方
へ
と
体
を
向
け
る
。

「
い
や
…
…
心
配
は
無
用
。
私
は
何
も
問
題
な
い
」

　
行
方
不
明
者
の
状
況
を
案
ず
る
気
持
ち
を
圧
し
殺
し
て
虚
勢
を
張
っ
た
。

堕お

　
し
か
し
、
彼
女
ら
は
知
ら
な
い
。
知
る
は
ず
も
な
い
。
消
息
を
絶
っ
た
女
た
ち
が
人
殺
し
に
身
を

と
し
た
こ
と
な
ど
、
少
な
く
と
も
今
の
時
点
で
は
。

　　　﹇﹇
２
０
１
９
年
　
８
月
１
５
日
　
午
前
１
０
時
３
２
分
﹈﹈

『
何
て
言
う
か
、
ず
る
い
人
達
で
す
よ
ね
ぇ
』

『
そ
う
だ
よ
ね
。
こ
の
三
日
で
６
５
件
も
殺
人
を
犯
し
て
る
の
に
ま
だ
足
取
り
掴
め
て
な
い
か
ら
ね
』

『
し
か
も
こ
れ
怨
み
と
か
じ
ゃ
な
く
て
ね
、
絶
対
人
殺
す
の
楽
し
ん
で
ま
す
よ
』

『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
で
も
似
た
よ
う
な
グ
ロ
ン
ギ
っ
て
い
う
の
居
ま
し
た
よ
ね
。
世
代
の
人
か
ら
す
れ
ば

「
あ
の
ト
ラ
ウ
マ
が
帰
っ
て
来
ん
の
か
」
っ
て
感
じ
』

『
そ
う
そ
う
。
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
じ
ゃ
な
い
け
ど
人
型
Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
乗
っ
て
る
っ
て
い
う
の
も
相
ま
っ
て
、

も
う
悪
の
組
織
の
怪
人
感
増
し
増
し
だ
よ
ね
』
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『
そ
の
人
型
Ｕ
Ｆ
Ｏ
群
、
通
称
〝
ハ
ー
ピ
ー
?
に
つ
い
て
の
最
新
情
報
入
り
ま
し
た
Ｖ
Ｔ
Ｒ
ど
う
ぞ
』
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第
壹
話
第
弐
節
　
開
始

　　﹇﹇
２
０
１
９
年
　
８
月
１
５
日
　
午
後
２
時
５
８
分
﹈﹈

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｅ
ｓ
　
ｏ
ｆ
　
Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州

Ｎ

ｅ

ｗ
　
Ｍ

ｅ

ｘ

ｉ

ｃ

ｏ

ホ
ワ
イ
ト
サ
ン
ズ
国
定
公
園

Ｗ
ｈ
ｉ
ｔ
ｅ
　
Ｓ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
　
Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

《

　

　

》

「
始
ま
っ
た
」

　
砂
漠
と
見
紛
う
ほ
ど
に
広
大
に
広
が
る
砂
の
上
を
歩
き
な
が
ら
、
青
白
い
顔
の
男
が
呟
い
た
。

　
地
平
線
に
隠
れ
る
ほ
ど
に
広
が
る
高
い
空
を
見
上
げ
、
不
気
味
な
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
も
う
一

言
。

「
世
界
を
変
え
ろ
。
ゴ
ミ
ク
ズ
ど
も
」

　　　﹇﹇
同
年
同
日
　
午
後
１
時
２
８
分
﹈﹈

軍
事
国
家
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス

Ｍ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ｙ
　
Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
Ｏ
ｌ
ｙ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ

エ
リ
ュ
シ
オ
ン

Ｅ

ｌ

ｙ

ｓ

ｉ

ｕ

ｍ

《

　
首
都

》

篠
ノ
乃

し

の

の

の

「

製
コ
ア
持
ち
の
Ｉ
Ｓ
が
地
球
に
?
確
か
な
情
報
な
の
?
」

　
ア
ポ
無
し
で
突
然
押
し
掛
け
て
来
た
コ
ン
ラ
ー
ト
達
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
に
、
舞
は
困
惑
し
た

様
子
で
問
い
か
け
る
。
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隼
人
と
コ
ン
ラ
ー
ト
は
う
ん
と
う
な
ず
き
、
ケ
ネ
ス
も
続
け
て
発
言
し
た
。

「
間
違
い
な
い
。
一
連
の
事
件
で
目
撃
さ
れ
た
Ｉ
Ｓ
は
デ
ュ
ノ
ア
社
製
の
ラ
フ
ァ
ー
ル
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
。

原
作
の
機
体

オ

リ

ジ

ナ

ル

正
真
正
銘
の
〔

〕
だ
」

　
信
じ
ら
れ
な
い
と
そ
の
表
情
は
驚
愕
一
色
に
染
ま
る
。
自
分
た
ち
以
外
に
も
あ
の
地
球
に
行
き
来

で
き
る
者
が
少
な
か
ら
ず
い
る
こ
と
、
こ
れ
は
真
言
た
ち
も
予
想
を
立
て
て
は
い
た
。

　
し
か
し
実
際
に
現
れ
た
の
は
未
知
の
敵
で
は
な
く
既
知
の
敵
、
そ
れ
も
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
の
住

人
た
ち
だ
っ
た
。

「
６
５
件
の
殺
人
事
件
で
殺
さ
れ
た
１
０
２
人
は
全
て
男
、
加
害
者
と
思
わ
れ
る
Ｉ
Ｓ
パ
イ
ロ
ッ
ト
は

三
人
と
も
女
…
…
つ
ま
り
向
こ
う
に
現
れ
た
の
は
女
尊
男
卑
論
者
っ
て
こ
と
だ
」

（
よ
り
に
も
よ
っ
て
そ
い
つ
ら
か
…
…
）

　
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
作
中
の
女
尊
男
卑
は
、
中
世
か
ら
近
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

男
尊
女
卑
や
ヒ
プ
ノ
シ
ス
マ
イ
ク
作
中
に
お
け
る
女
尊
男
卑
よ
り
も
遥
か
に
酷
い
と
言
え
る
。

　
作
中
で
描
か
れ
て
い
る
人
権
団
体
の
腐
敗
が
い
い
例
だ
。

　
そ
ん
な
世
界
か
ら
来
た
凶
悪
犯
を
野
放
し
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

「
バ
カ
女
ど
も
の
対
処
は
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
に
任
せ
る
と
し
て
、
俺
た
ち
は
ま
ず
ゲ
ー
ト
を
開
か
な
い
と

始
ま
ら
な
い
な
」

　
と
、
コ
ン
ラ
ー
ト
は
宣
言
し
た
。

92



　　　﹇﹇
２
０
Ｘ
Ｘ
年
　
７
月
２
７
日
　
午
前
６
時
５
０
分
﹈﹈

　
学
園
敷
地
内
に
あ
る
学
生
寮
の
一
室
。
一
人
の
少
年
が
ベ
ッ
ド
に
座
り
、
ぼ
ん
や
り
と
壁
を
見
つ
め

て
い
た
。

「
入
学
し
て
か
ら
も
う
３
ヶ
月
ち
ょ
っ
と
か
あ
…
…
…
…
」

織
斑
お
り
む
ら

一
夏
い
ち
か

　【

】
は
狐
に
つ
ま
ま
れ
た
よ
う
な
気
分
で
、
部
屋
の
壁
を
見
つ
め
て
い
る
。

　
世
界
で
唯
一
の
男
性
Ｉ
Ｓ
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
、
半
ば
強
引
に
姉
が
勤
務
す
る
こ
の
学
園
に
連
れ
て

来
ら
れ
て
か
ら
３
ヶ
月
が
た
ち
、
事
件
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
が
だ
い
ぶ
こ
の
学
校
で
の
生
活
に
慣
れ

て
き
た
。

　
し
か
し
、
そ
も
そ
も
が
女
子
校
で
あ
る
こ
の
施
設
に
は
男
子
生
徒
な
ど
居
も
し
な
い
し
、
男
性
の
職

員
も
一
人
だ
け
で
あ
る
こ
と
も
重
な
っ
て
今
も
な
お
堅
苦
し
い
空
気
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

束
た
ば
ね

「
そ
う
言
え
ば

さ
ん
、
今
ど
こ
で
何
し
て
ん
だ
ろ
…
…
…
…
」

　
思
い
出
し
た
よ
う
に
携
帯
電
話
を
取
り
出
し
、
連
絡
先
を
纏
め
て
い
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
い

て
い
く
つ
か
あ
る
電
話
番
号
の
一
つ
を
選
び
、
通
話
の
マ
ー
ク
を
タ
ッ
プ
す
る
。

篠
ノ
乃

し

の

の

の

束
た
ば
ね

　
し
か
し
、【

】
と
書
か
れ
た
通
話
画
面
に
は
、
着
信
拒
否
の
文
字
が
浮
か
ん
で
い
た
。

箒
ほ
う
き

（

も
千
冬
姉
も
心
配
し
て
る
の
に
…
…
あ
の
人
本
当
に
ど
こ
に
居
る
ん
だ
?
）
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吐つ

　
た
め
息
を

い
て
仰
向
け
に
ベ
ッ
ド
に
倒
れ
こ
み
、
寝
転
が
っ
た
ま
ま
あ
く
び
を
す
る
。

　
も
う
一
度
起
き
上
が
る
と
、
隣
の
部
屋
の
扉
が
開
き
、
長
い
髪
を
束
ね
た
女
生
徒
が
入
っ
て
来
て
一

夏
に
声
を
か
け
た
。

「
一
夏
。
せ
っ
か
く
早
起
き
し
た
の
に
、
い
つ
ま
で
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
ん
だ
?
朝
食
を
摂
る
時
間
が

な
く
な
る
ぞ
」

篠
ノ
乃

し

の

の

の

箒
ほ
う
き

　
制
服
に
着
替
え
終
わ
っ
た
【

】
が
、
赤
ん
坊
を
見
る
母
親
の
よ
う
な
穏
や
か
な
表
情
で
一

夏
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。

　
一
夏
は
携
帯
電
話
を
上
着
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
突
っ
込
ん
で
ベ
ッ
ド
か
ら
立
ち
上
が
り
、
教
科
書
と
財
布

が
入
っ
た
鞄
を
手
に
部
屋
を
出
た
。

　　　﹇﹇
２
０
１
９
年
　
８
月
１
６
日
　
午
前
１
１
時
３
５
分
﹈﹈

『
舞
、
そ
ろ
そ
ろ
準
備
終
わ
る
ぞ
』

「
う
ん
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」

金
属
帯

ベ

ル

ト

　
舞
の
父
、
煌
輝
の
声
が
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
し
て
部
屋
に
響
く
。
舞
は
銀
色
の

を
腰
に
装
着

大
型
回
転
式
拳
銃

ヘ

ビ
ー

リ

ボ

ル

バ
ー

し
、
愛
用
の

と
高
周
波
刀
を
鞄
に
入
れ
て
部
屋
を
出
る
。

　
舞
が
基
地
の
訓
練
場
に
着
い
た
頃
に
は
は
す
で
に
小
規
模
な
転
移
装
置
が
完
成
し
て
お
り
、
見
送
り
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の
人
間
も
集
ま
っ
て
い
た
。

「
ほ
ら
、
あ
な
た
の
専
用
機
。
忘
れ
て
る
わ
よ
」

ウ
ル
ス
ラ

Ｕ
ｒ
ｓ
ｕ
ｌ
ａ

デ
ボ
ラ

Ｄ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ａ

　
舞
の
母
、【

・

・
ナ
ツ
メ
】
が
歯
車
の
よ
う
な
紋
章
が
刻
ま
れ
た
宝
石
が
嵌
め
込
ま

れ
た
黒
い
リ
ン
グ
を
舞
に
渡
す
。

　
舞
は
リ
ン
グ
を
受
け
と
る
と
、
手
首
に
し
っ
か
り
と
通
し
た
。

「
そ
れ
じ
ゃ
、
行
っ
て
来
る
ね
」

　
一
同
に
振
り
返
っ
て
一
言
だ
け
発
し
た
後
、
颯
爽
と
転
移
装
置
に
乗
り
込
む
舞
に
ケ
ネ
ス
と
煌
輝
が

あ
き
れ
た
よ
う
に
言
う
。

「
お
い
お
い
そ
れ
だ
け
か
?
言
い
た
い
こ
と
ぐ
ら
い
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
だ
ろ
?
」

「
真
言
に
は
何
も
伝
え
な
か
っ
た
の
か
?
」

　
舞
は
ケ
ネ
ス
と
父
の
方
に
向
き
直
り
、
満
面
の
笑
顔
で
返
し
た
。

師
匠
お
じ
さ
ん

「
死
ぬ
前
提
で
行
っ
て
き
ま
す
な
ん
て
カ
ッ
コ
つ
け
て
言
う
の
、
今
時

ぐ
ら
い
し
か
い
な
い
も
ー

ん
!
」

　
舞
の
言
葉
に
一
同
は
笑
い
を
こ
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
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第
壹
話
第
参
節
　
時
空

　　
問
お
う
。
時
間
と
空
間
ほ
ど
、
定
義
が
曖
昧
で
不
完
全
な
も
の
が
存
在
す
る
だ
ろ
う
か
。

　　
過
去
か
ら
現
在
へ
、
現
在
か
ら
未
来
へ
、
河
が
上
流
か
ら
下
流
へ
下
っ
て
行
く
よ
う
に
時
間
が
流
れ

る
と
言
う
が
、
そ
れ
は
果
た
し
て
本
当
に
正
し
い
解
釈
な
の
だ
ろ
う
か
。

　　
空
間
は
広
が
り
続
け
、
い
ず
れ
限
界
が
訪
れ
て
今
度
は
縮
み
始
め
る
と
言
う
が
、
そ
れ
は
果
た
し
て

本
当
に
納
得
の
い
く
答
え
な
の
だ
ろ
う
か
。

　　
時
空
は
無
数
に
存
在
し
、
過
去
現
在
未
来
は
同
時
に
存
在
し
て
い
る
と
言
う
が
、
そ
れ
は
果
た
し
て

誰
も
が
理
解
し
て
く
れ
る
意
見
な
の
だ
ろ
う
か
。

　　
宇
宙
は
虚
無
か
ら
始
ま
っ
た
と
す
る
説
と
混
沌
か
ら
始
ま
っ
た
と
す
る
説
の
二
つ
が
あ
る
が
、
そ
れ

は
果
た
し
て
宇
宙
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
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時
間
は
ゼ
ロ
か
ら
始
ま
り
際
限
な
く
重
な
り
続
け
る
の
で
は
な
く
、
時
限
爆
弾
の
よ
う
に
途
方
も
な

い
数
値
か
ら
始
ま
っ
て
ゼ
ロ
へ
と
向
か
い
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
と
言
う
が
、
そ
れ
は
果
た
し
て

多
く
の
人
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
主
張
な
の
だ
ろ
う
か
。

　　
そ
も
そ
も
時
間
も
空
間
も
存
在
せ
ず
、
あ
る
の
は
物
質
の
み
で
あ
る
と
言
う
が
、
そ
れ
は
果
た
し
て

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
答
え
に
至
っ
た
の
か
充
分
に
説
明
で
き
る
考
え
方
だ
ろ
う
か
。

　　
宇
宙
と
は
一
つ
の
生
命
体
で
あ
り
、
星
や
人
、
も
ろ
も
ろ
の
生
き
物
は
細
胞
や
ウ
イ
ル
ス
に
過
ぎ
な

い
と
す
る
人
が
い
る
が
、
そ
れ
は
果
た
し
て
生
命
の
根
源
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
理
解
し
て
い
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
か
。

　　
問
お
う
。
時
空
と
は
そ
も
そ
も
、
ど
の
よ
う
な
物
な
の
か
。

　　　﹇﹇
０
年
０
月
０
日
０
０
時
０
０
分
﹈﹈

　
無
数
に
存
在
す
る
円
形
の
門
以
外
は
な
に
も
な
い
。
時
間
と
い
う
概
念
が
存
在
し
な
い
異
空
間
、
ウ

ル
ト
ラ
ホ
ー
ル
。
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無
限
に
広
が
る
空
間
に
、
一
人
の
少
女
が
始
め
か
ら
そ
こ
に
い
た
か
の
よ
う
に
浮
か
ん
で
い
た
。

Ｈ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
　
Ｖ
ü
ｒ
ｄ
ｅ
ｍ
　
Ｕ
ｆ
ａ
ｎ
，

し

つ

こ

い
っ

て

さ
っ

き

か

ら

Ｓ
ｅ
ｃ
ｈ
　
ｂ
á
ｏ
ｎ
　
Ｇ
ｉ
ｌ
èó
ｐ
?

言
っ

て

る

の

が

わ

か

ら

な

い

の
?

「《

　
そ
も
そ

も
あ
ん
た
た
ち
本
当
に
人
間
?
》」

爬
虫
類
型
異
星
人

チ

タ

ウ

リ

　
苛
立
つ
彼
女
の
言
葉
通
り
、
百
数
十
人
も
の
異
形
、
〝

〞
が
、
舞
を
取
り
囲
ん
で

い
る
。

　
そ
の
手
に
は
武
器
を
持
ち
、
仮
面
に
隠
さ
れ
た
目
か
ら
は
殺
気
が
放
た
れ
て
い
る
。

Ｌ
ｈ
ｕ
ｊ
ｕ
é!

死

ね
!

「《

》」

　
チ
タ
ウ
リ
兵
の
一
人
が
叫
び
、
ジ
ェ
ッ
ト
パ
ッ
ク
か
ら
炎
を
噴
き
上
げ
て
舞
に
飛
び
か
か
っ
た
。

Ｇ
ê
ｔ
ｚ
　
ｄ
ｅ
ｏ
ｎ
ｇ
　
ｓ
ü
ｎ

悪

い

け

ど

ね
、

Ｐ
ó
ｉ
ｌ
　
ｂ
ｅ
ｌ
ｏ
　
ｆ
à
ｂ
ｔ
ａ
　
ｊ
ｕ
ｒ
ｍ
!

私

に

は

時

間

が

な

い

の

よ
!

「《

，

》」

　
舞
が
叫
ぶ
と
同
時
に
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
が
出
現
し
、
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
か
ら
黒
い
ヘ
ラ
ク
レ
ス
オ
オ
カ
ブ

ト
の
よ
う
な
機
械
が
飛
び
出
し
て
掴
み
か
か
ろ
う
と
し
て
い
た
チ
タ
ウ
リ
兵
の
心
臓
を
貫
い
た
。

　
一
方
の
舞
は
高
速
で
飛
行
す
る
そ
の
機
械
を
、
迷
い
な
く
手
に
掴
む
。

「
変
身
っ
!
」

　
チ
タ
ウ
リ
兵
た
ち
が
動
揺
し
て
い
る
の
を
他
所
に
、
掛
け
声
と
と
も
に
カ
ブ
ト
ム
シ
を
ベ
ル
ト
の

バ
ッ
ク
ル
部
分
に
装
着
し
た
。

　
　
　『
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
Ｈ
Ｅ
Ｎ
─
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
』

　
機
械
音
と
変
身
音
が
鳴
り
、
ベ
ル
ト
か
ら
鎧
の
よ
う
な
ス
ー
ツ
が
生
成
さ
れ
始
め
、
舞
の
体
と
身
に
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付
け
て
い
る
も
の
全
て
を
包
み
始
め
た
。

　
鎧
は
胸
か
ら
肩
へ
、
肩
か
ら
手
先
へ
、
腹
か
ら
腰
へ
、
腰
か
ら
脚
へ
と
少
し
ず
つ
覆
い
隠
す
。

　
や
が
て
兜
の
よ
う
な
仮
面
が
顔
を
覆
い
隠
し
た
。

　
鎧
の
胸
の
中
央
に
は
カ
ブ
ト
ム
シ
の
ロ
ゴ
と
Ｚ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

ダ
イ
ナ

Ｄ

ｙ

ｎ

ａ

ヘ
ラ
ク
ス

Ｈ
ｅ
ｒ
ａ
ｃ
ｕ
ｓ

　
そ
の
名
は
、
〝
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

?
。

Ｌ
ｈ
ｕ
ｇ
è
ｍ
ｐ
!

殺
っ

ち

ま

え
!

「
あ
の
畜
生
を
　

」

　
チ
タ
ウ
リ
兵
が
ダ
イ
ナ
ヘ
ラ
ク
ス
に
向
け
て
一
斉
に
光
線
銃
を
撃
つ
。
し
か
し
、
光
弾
も
熱
光
線
も

鎧
を
貫
け
ぬ
ま
ま
消
え
去
る
。

　
ダ
イ
ナ
ヘ
ラ
ク
ス
は
敵
の
様
子
を
確
か
め
な
が
ら
カ
ブ
ト
ム
シ
の
大
角
を
指
で
つ
ま
み
、
開
く
よ
う

な
動
作
を
取
っ
た
。

　
ウ
ル
ト
ラ
ホ
ー
ル
内
に
再
び
機
械
音
が
鳴
り
響
き
、
ス
ー
ツ
に
隙
間
が
で
き
は
じ
め
る
。

「
キ
ャ
ス
ト
オ
フ
」

　
掛
け
声
と
と
も
に
開
い
た
角
を
一
気
に
動
か
し
た
。

『
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ
─
Ｏ
Ｆ
Ｆ
』

　
音
声
と
と
も
に
全
身
を
鎧
の
よ
う
に
覆
っ
て
い
た
ス
ー
ツ
の
一
部
が
、
爆
弾
の
破
片
が
弾
け
る
よ
う

に
四
方
八
方
へ
と
飛
び
散
る
。

　
チ
タ
ウ
リ
兵
の
多
く
は
対
応
が
遅
れ
、
そ
の
鎧
の
か
け
ら
を
避
け
き
れ
ず
に
頭
が
吹
っ
飛
ん
だ
り
腕
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が
千
切
れ
た
り
し
た
。

　
千
切
れ
た
黒
い
肉
片
、
無
残
に
折
れ
た
ま
ま
の
骨
、
大
量
の
青
い
血
液
が
宙
を
舞
う
。

　
そ
し
て
、
カ
ブ
ト
ム
シ
特
有
の
縦
に
並
ん
だ
二
本
の
角
が
ダ
イ
ナ
ヘ
ラ
ク
ス
の
頭
上
を
指
し
示
す
よ

三
度
み
た
び

う
に
現
れ
、

音
声
が
鳴
り
響
く
。

　
　『
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
─
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
』

象
か
た
ど

　
世
界
最
大
級
の
カ
ブ
ト
ム
シ
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス
オ
オ
カ
ブ
ト
を

っ
た
仮
面
。

禍
々
ま
が
ま
が

　
そ
の
大
部
分
を
構
成
す
る

し
い
赤
色
の
複
眼
は
見
る
者
を
威
圧
す
る
蛇
の
よ
う
で
あ
る
。

怯ひ
る

　
チ
タ
ウ
リ
兵
た
ち
は
そ
の
異
様
な
姿
を
見
て
一
瞬

む
が
、
す
ぐ
に
武
器
を
構
え
直
し
て
臨
戦
態
勢

を
と
っ
た
。

「
ク
ロ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」

　
対
し
て
ダ
イ
ナ
ヘ
ラ
ク
ス
は
右
手
を
ベ
ル
ト
に
触
れ
さ
せ
、
掛
け
声
を
放
つ
。

『
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
─
Ｕ
Ｐ
』

　
刹
那
。
異
空
間
の
内
側
を
流
れ
る
光
の
奔
流
が
、
自
ら
を
取
り
囲
む
敵
の
動
き
が
鈍
り
始
め
る
。

　
時
間
が
存
在
し
な
い
空
間
の
中
で
、
ス
ー
ツ
内
を
凄
ま
じ
い
速
度
で
循
環
す
る
タ
キ
オ
ン
粒
子
の
作

用
に
よ
っ
て
、
ダ
イ
ナ
ヘ
ラ
ク
ス
の
時
間
が
加
速
す
る
。

　
逆
に
周
囲
の
チ
タ
ウ
リ
や
空
間
の
中
を
流
れ
る
時
間
は
、
川
の
流
れ
る
水
に
削
ら
れ
る
岩
の
如
く
取

り
残
さ
れ
た
ま
ま
変
化
し
な
い
。
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「
う
お
お
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
!
」

　
舞
は
叫
び
声
を
あ
げ
な
が
ら
凄
ま
じ
い
ス
ピ
ー
ド
で
敵
の
一
人
に
殴
り
か
か
る
。
一
方
の
チ
タ
ウ

リ
兵
は
自
分
に
接
近
す
る
敵
の
姿
を
認
識
で
き
て
い
な
い
の
か
、
か
な
り
混
乱
し
て
い
る
様
子
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　
力
の
籠
っ
た
拳
が
仮
面
に
守
ら
れ
て
い
る
は
ず
の
チ
タ
ウ
リ
兵
の
顔
面
に
ぶ
つ
け
ら
れ
、
頭
蓋
と
と

も
に
肉
や
脳
と
と
も
に
神
経
を
粉
砕
し
た
。

　
完
全
に
生
命
を
絶
た
れ
た
生
物
だ
っ
た
モ
ノ
の
頭
部
か
ら
内
容
物
が
飛
び
散
る
。

Ｘ
ó
ｓ
ｉ
!?

な

ん

だ
!?

「《

》」

間
あ
い
だ

　
突
然
味
方
の
頭
が
潰
れ
た
こ
と
に
動
揺
し
た
チ
タ
ウ
リ
が
叫
ぶ
が
、
そ
の
一
言
の

に
数
人
の
チ
タ

ウ
リ
兵
が
死
ん
だ
。

陥
お
ち
い

　
パ
ニ
ッ
ク
に

っ
た
十
数
人
の
兵
士
が
、
歯
車
の
狂
っ
た
時
計
の
よ
う
に
光
線
銃
を
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ

に
撃
ち
、
同
士
討
ち
が
起
こ
る
。

最
中
さ
な
か

　
混
乱
の

に
あ
っ
て
も
、
ダ
イ
ナ
ヘ
ラ
ク
ス
は
も
は
や
指
揮
を
失
っ
た
敵
を
狩
る
。

　
あ
る
者
は
腰
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
。
ま
た
あ
る
者
は
首
を
折
ら
れ
る
。
心
臓
を
貫
か
れ
る
。
手
足

屠
殺
と
さ
つ

を
潰
さ
れ
る
。
悲
鳴
を
あ
げ
る
こ
と
な
く

さ
れ
て
ゆ
く
。

　
そ
し
て
。

『
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
─
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
』
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機
械
音
と
と
も
に
ダ
イ
ナ
ヘ
ラ
ク
ス
の
、
存
在
し
な
い
は
ず
の
時
間
の
流
れ
が
正
常
な
状
態
に
戻
っ

た
。

　
大
量
の
銃
器
と
血
ま
み
れ
の
死
体
が
、
重
力
も
時
間
も
存
在
し
な
い
空
間
で
、
無
力
に
漂
っ
て
い
る

異
様
な
光
景
が
場
を
支
配
し
て
い
た
。

「
だ
い
ぶ
時
間
食
っ
ち
ゃ
っ
た
な
ぁ
…
…
い
つ
も
の
三
倍
急
げ
ば
間
に
合
う
か
な
あ
…
…
」

　
自
ら
が
殺
し
た
無
数
の
生
物
の
死
体
を
目
の
当
た
り
に
し
て
も
な
お
冷
静
を
保
ち
、
あ
り
も
し
な
い

時
間
を
気
に
し
な
が
ら
変
身
を
解
除
し
た
舞
が
呟
く
。

　
彼
女
が
振
り
返
る
と
、
半
裸
の
女
性
が
金
属
の
翼
を
身
に
つ
け
空
を
飛
ぶ
映
像
が
浮
か
ぶ
、
神
秘
的

な
光
の
リ
ン
グ
が
舞
を
見
下
ろ
し
て
い
た
。
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